


心 の 糧

簿灘雛縫麟欝難灘i撫
蝿 織 蝋 。繍 鱒醐 映.

藤 磁 漁 囎繍 ・無 臨、
蝉 　 瓢 　 黙一 へ:∵ ミ縦 穿

鴨 …
。へ秘 田 い 副

榊 辮
瀞

が
轡

継

私は雨の少ない地方て生まれ育 った。そ

こはいまたかつて,作 物の成長期に十分な

雨に恵まれたことはなかったのてはないか

と記憶 している。河川の水量か少ないため
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分を与えることかてきす,渇 いていた。

私たちは雨乞いの祈 りをするようになっ

た。そう,実 際いつものように祈ったもの
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いたことかある。後々のために貯えておく

のは何も水だけに限ったことてはない。あ

る人は家庭福祉計画の一貫として食糧を貯

えていることだろうし,あ るいはヨセブの

ように,エ ノプ トの地に穀倉を建てて7年

分の食糧を貯え,7年 にわたるかんはつと

飢 きんに対処した人もいる。

それはかりではない。将来の必要に備え

るには知識の貯えも必要てあろう。牛盾に

不安をもたらす洪水という恐れに打ち勝つ

には,勇 気を貯えるグムかいる。また俸力

という貯えは,絶 え閾ない汚染や病毒から

私たちを守って くれる。ほかにも善意のタ

ム,ス タミナのタム,信 仰のタムかある。

そう,信 仰のタムかあれは,た とえ阻間の

煩わしいことか私たちを圧迫 しても,独 自

の立場を堅持することかできるのてある。

私たちを取り囲む世界は次第に堕落への道

をたどっている。その誘惑か私たちの活動

力に接近 し,霊 的な力を吸い取 り,俗 世間

の水準にまで私たちを引き落とそうとする

とき,そ のときこそ若者に,希 望と不安の

相半はする十代,そ れにいろいろな問題の

交錯するそれ以後の生活を雄々しく歩ませ

るため,私 たちには信仰という水を満々と

たたえたタムか必要なのてある。信仰は無

気力なとき,あ るいは困難なとき,さ らに

は恐れおののくときに力を与え,失 意や幻

滅,欠 乏,混 乱,挫 折を味わっている人,

はたまた永年の問逆境にあえ く人にそれを

乗 り切る勇気を与えて くれるのである。

このタムを造るのはたれてあろうか。神

かその子供たちひとりひとりに父親と母親 雛 繋譲

を お 与 え下 さ った の は,そ の た め で は な い

だ ろ うか 。
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キ ンボール大管長 はかつて この ように語 った。 「優 し く幼

な子 を見 おろ しなが ら，その子が大管長 に， あるいは国の指

導者 にな った姿 を心 に描 か ない母親が いるだろ うか。母親 は

腕 の中に抱 かれてい る子供が，政治家 に， あるいは リーダー

に，予言者 にな る姿を心 に浮かべ る ものである。 そ して どの

夢 かが現 実の もの とな るので ある。母親 は シェー クス ピアを ，

描 き，またあ る母親 は ミケランジェ ロを思 う。 アブ ラハ ム ・

リンカーンを思 う母親 もいる。 さ らには， ジ ョセ フ ・ス ミス

を心 に描 く母親 もい る。

神学者 が よろめ きつ まず いて いる とき，人 々が口々 に偽 り

を語 り心の定ま らな いとき，人 々が主 の言葉 を求 めて こなた

かなたへはせまわ るの に， こ れ を 得 ない （アモス ８ １１２参

照） とき， また過 ちが拭 い去 られ霊的 な暗黒が晴 らされ， そ

して天 が開かれ ることが必要 な ときに，ひ とりの幼な子が生

まれ る。」 （スペ ンサー ・Ｗ ・キ ン ボ ー ル， Ｃｏη彦 ７θ％０６

Ｒ砂０７’「大 会報告 」， １９６０年 ４月 ４日）

こうして スペンサー ・ウー リー ・キ ンボ ールは生 まれ た。

人の 目か ら見て取 るに足 らない幼 少の頃 より，主 は見守 って

こ られ た。実業家，民衆 の指導者 ，弁舌家，詩人，音楽家，

教師等，すべ てが彼 に とってふ さわ しい称号 となるで あろ う

が，主 は彼 をそれ らのためには備え られ なか った。主 は，父，

家族 の長，使徒，予言者 ，主 の教会の犬管長 になるよ う彼 を

備 え られたのであ った。

しか しその人生 の道 には幾多の試みが あ り，勇気 と忍耐 の

試験 があ った。 それは合格す る者の ほとん どいない試験 であ

った。少年 の とき，彼 は顔面ま ひにかか り，神権 の癒 しの儀

式 によ ってかろ うじて回復 した。 また， おぼれ て しまい， す

んでの ところで息 を吹 き返 した こと もある。

！１歳 の ときの ことで ある。彼の母 は１２番 目の子供 を待 ち設

けていたが，健 康がす ぐれなか った。 そ こで もっとよい診 察

が受 け られ るように，彼 の父 に連れ られ て ソル トレー ク ・シ

テ ィーに行 った。

あ る日，キ ンボ ール家の子供 たちを家 に帰 してほ しい とい

う伝言 が家か ら学校 に届 いた。スペ ンサ ーは教室を飛 び出 し，

廊 下で兄や妹た ちと会 った。 それか ら皆 は家に向か って一 目

散に走 った。そ こにはムーデ ィー監督 が待 ち受けていた。監

督 は皆を腕の中 に抱 きかか える と，愛情 の込 もった， しか し

悲 しげな声で言 った。 「君 たちのお母 さんは亡 くな った んだ

よ。」 （後 に，優 しい義理 の母 を迎 えた。）

また，１３歳の とき，彼 は腸 チフスにかか り，数週間死の瀬

戸際を さまよった。次 いで天然痘 にかか った。 ほか に も数 々

の試 しを受 け，苦 しみを受 けた。 あ る苦 しみは少数の人 に知

られて いるが，彼以外 だれ も知 らない苦 しみ も被 った。

十二使徒 に召 された後 ，彼 は幾度か心臓発作 に苦 しめ られ

た。休養が必要 な ことを医者 は告げた。彼 は愛す るイ ンデ ィ

ア ンたち と一緒 にいたか った。そ こで ゴールデ ン ・Ｒ ・ブキ

ャナ ン兄弟 は， ア リゾ ナ州 の松の森 に囲 まれ た高所 にあ る，
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ポ ラッカ兄弟姉妹の キャンプに彼 を連 れて行 った。彼 は心臓

の具 合が良 くな り，強 さを取 り戻 すまで，数週 間そ こに滞 在

した。

ところが ある朝，彼が キャ ンプか らいな くな っていた。朝

食 の時間 に も戻 って来 ない。 そのため， ポラ ッカ兄弟 と他の

イ ンデ ィアンの友人 たちは彼 を捜 し始め，キ ャンプか ら数 キ

ロ離れ た所 で，聖書 を手 に して大 きな松の木の下 に座 って い

る彼 を見 つけた。 その とき彼 は， ヨハ ネによる福音書 の最後

の章 を開 いていた。そ して，彼 らの心配 そ うな様子 に応 えて

言 った。 「私 は ６年前 の今 日，主イ エス ・キ リス トの使徒 に

召 されま した。その ときは，主の証人 と して， その 日を主 と

共 に過 ごしたい と思 った ものです よ。」

心臓 病は再発 した。 しか し長 い間彼 の働 きを妨 げ ることは

なか った。

１９５７年 には，の どの病気 にみまわれ，診 断の結果，の どと

声 帯の癌で あった。恐 ら く， これは彼 に とってゲ ッセマネで

あ った に違 いない。

彼 は手術 のために合衆 国東部 へ出かけた。 そこには， ハロ

ル ド・Ｂ ・リー長老 も同行 した。手術 の準備の間，最悪 の事

態 の ことを考 えなが ら苦 しみ悩み，声を失 った らどのよ うに

生 きて よいかわか らない と主 に告 げた。 とい うのは，説 くこ

と，語 る ことが彼 の務 めだ ったか らで ある。

リー長老 は外科 医に言 ったｂ 「あなたが手術 を しよ うとし

て いる この人 は，普 通の人で はないのです」 と。祝福 と祈 り

の結果， 医者 が語 ったほ ど大 きな手術 にな らず にすんだ。

回復嗣 整は長い期間を乳 た・声はほとんど失われてし１轟

ま っ た が ，

識雛慰欝譲 １鶉驚 議１
彼は時を見ては働いた。面接では質問の回答をタイプライ．’

ターで打 ち，また事務所で時を過 ごした。

それか ら試みが訪れた。はたして彼は話せただろうか。説

教 で きただ ろうか。

彼 は手術後初 めて の説教 を行 な うため に故郷 に戻 った。 ア

リゾナか ら愛す る同僚デル バー ト ・Ｌ ・ス テイプレー長老 に

伴 われて， マウン トグ ラハ ム ・ス テーキ部の大会 に出席 し，

演壇 に立 ったのである。

「教会員 の皆 さん と過 ごすために， この地 に戻 って来 ま し

た。私 はかつて ステーキ部長 として この地を管理 しま した。」
富 ４

恐 らく彼は，失敗 しても，自分をとて も愛 して くれている人

々のいるところだから，理解 して もらえるだろうと考えたに

違いない。

そこにはほとばしり出る愛があった。 こうしてキンボール

長老 は復帰 したのである。

アリゾナの大会に向かっていたあるとき，彼の自動車はカ

イバブ森の凍りついた道でスリップし，大 きな漂石におおわ

れた山復をころがって下の道に落ちた。幸運にも下に道があ

つ

ったために大事に至 らずにすんだが，キンボール姉妹は重傷

を負い，ユタ州カナブの病院にかつぎ込まれた。一方キンボ

ール長老は，姉妹の勧めによって，彼女の病院の手配を見届

けると，バスで大会に向かった。

のどの病気が再発 したとき，彼はそのほとんどの期間事務

所で仕事をしながら治療を続けた。

また，顔の筋肉まひにかかり，顔の筋肉が働かずに苦痛を

感 じたこともあった。

２年前医師たちは，昔受けた損傷を治すために心臓の手術

をする必要があることを告げた。彼の友人たちは，彼がその

ことでどれほど思い悩んだか今でも記億 している。その結果

はどうだったであろうか。医師たちは首を横に振 っていた。

というのは，７７歳の老人がこれほど大規模な心臓切開手術を

受けたことは， これまでの統計上，一度 もなかったからであ

る。

しか しまたしても， この人は並の人ではなかった。手術を

受けることにしたのである。そこで外科医は，ハロル ド・Ｂ・

り一大管長からの祝福を求 めた。 「かつて手がけた中で，最

も危険でむずかしい手術です」 と， その外科医は語 って い

る。

そのほかにも多 くの経験をした。しか し，以上述べた もの

は，彼が克服 した障害 とチャレンジの典型である。 これ らす

べての中にあって，彼は驚 くほどの忍耐を示 し，愚痴ひとつ

１ こぼさなかった。彼は気力を失うような事柄を経験 し続けな
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１． 父 の ひ ざ に 抱か

れ た ス ペ ソサ ー。

こ の 家 族 の写 真 は

地 元 の 写 真家 が 写

した もの。

２． キ ソボ ・一ル大 管

長 の 母，オ リーブ ・

ウ ー リー ・キ ソ ボ

Ｆ・ル。

３． キ ソボ ー ル大 管

長 の父 ， ア ソ ドリ

ュー ・キ ソボ ール 。
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並の人 にあ らざる， スペ ンサー ・Ｗ ・キ ンボール

が らも，与え られた務めを忘れるようなごとはなか った。

幸いに も，最近医師か ら次のように告げられた。 「あなた

の身体の状態をすべて完全に調べましたが，どの組織 も機能

も最良の状態にあるという結果が得 られました。 これまでに

教会を管理する召しを受けた人の中で，聖任前にこれほど十

分な健康診断と準備を行なった人はいません。……あなたは

健康ですし，心臓 もここ数年間で最 も良い状態です。……ま

た私たちの判断する限り，健康にはさして心配せずにこの新

しい務めのことを考えてよいと思います。」

キンボール大管長自身，熟練 した医師 と言える。 といって

も，医学上の医師ではな く，霊的福利を図る医師である。多

くの道徳上の癌が切り取られ，性格の傷が癒 され，また様々

な霊的な病いが，彼の努力によって治療 されてきた。 さらに

今にも霊的健忘症に陥ろうとしていた多 くの人々が，彼によ

って回復 してきたのである。彼は文字通り長年の準備を整え

て，一冊の書， 「赦 しの奇跡」を著わ した。そして多 くの人

々が，彼の記 した助言によって守られ，生活を整えるよう励

まされ，またその奇跡を自ら経験 してきたのである。

、徽 螺

またその ほか に も， これ まで述べ てきた ものよ りはるかに

大 きな試みが あった。 これ は とて も聖 なる ものであるため，

公 にはされて いない。 しか し，十二使徒 の兄 弟たちには話 し

て くれた。

その ような ことが ２度 あった。 しか も２度 とも，ステーキ

部四半期大会の ために訪問 していた折 であ った。 またいずれ

も，大会 に伴 う問題 とは関係の ない もので あった。正 に悪魔

の力が彼 に対 して解 き放 たれ たので ある。彼 はその数 時間の

間絶え続 けた。詳 しくは ここに記 さないが， それ は，彼 の祖

父 ヒーバ ー ・Ｃ ・キ ンボールが主 の使徒 と して，英 国で伝道

の門戸を開いた ときに経験 した事柄 に似て いる。 また，予言

者 ジ ョセ フが，初 めて聖 な る森 で ひざまず いた ときに経験 し

２９２

た事柄 と同 じよ うな出来 事であ る。

これ らの試 みを通 して，彼 は謙遜 に主 の力 に頼 る気持 を強

めて きた。 スペ ンサー ・Ｗ ・キ ンボール長老 と共 に祈 る こと

は，何 とす ば らしい経験 であ ろうか。

しか し， いか なる苦 しみ も，彼 か らユーモアのセンスを奪

い は しなか った。彼 は見 ての通 りとて も陽気 な人で ある。彼 ，

と一緒に旅をす ると， いつ も多 くの笑 いが伴 う。周囲 の人 々

を幸せ にす る人で ある。 また，彼 の豊 かなユ ーモアはいつ も

上 品であ る。

彼 は幸せ と確固た る ものを持 ってお り，周囲の人 々にいつ

も安 らぎを与 える。彼 の握手 は優 し く，暖か く心が込 もって

い る。 また，ほかの人 々に忘 れ られ，無視 されが ちな人 々に

さえ，手 を伸 べ るようにいつ も気 を配 ってい る。初 めて彼 と

会 う人 々で も，す ぐに彼の丁重 さに胸 を打 たれ るのであ る。

スペ ンサー ・Ｗ ・キ ンボール長老 のきわめて 目立 った性格

は， むずか しい仕事を好む ことで ある。福祉 フ。ログ ラムを紹

介す るにあた って，大管長会 は次 のよ うに宣 べた。 「勤労 を

教会員 の生活 におけ る主 要な原則 と して再 び見直 し，尊 ぶ必

要が ある。」キ ンボール大管長 は働 くことを愛 してい る。

勤労の祝福 は， スペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ンボール大管長 がまだ

若 い時代 か ら，彼 の大 きな特質 となって いた。

キ ンボール大管長の家族や友人，知犬 は， 彼が決 して じっ

と してい られない人 であ ることを 知 ってい る。彼 はいつ も休

みな く物 事を処理 して きた。朝 は早 く起 き，長 い時間働 く。

そ してそのあい間 に少 し休む のであ る。 日に １度か ２度 床

の上 で体を伸 ば し，１０分 間ほ ど眠 る。 もし大会 に臨 んで いる

場 合であれば，恐 らく監督室 か高等評議 員会室 で そうす るで

あ ろう。 こうして新 たな活力を取 り戻 し，すべ ての細 々と し

た仕事を続 けるのであ る。

私 はかつて，ユ タとアイダホの州境近 くのハイ ウェイで，

キ ンボール夫妻を追 い越 した ことがあ る。大会へ行 く途中だ

った。 キ ンボール姉妹 が運転 し，キ ンボ ール兄弟 は後部座席

にいてひざのいつ もの場所 に小型 のタイプ ライ ターを セ ッ ト

し，両 側に紙を置いて仕事 を していた。彼 と一 緒に旅 を した

人 々は知 ってい るよ うに， この車 中の事務 所は，彼 が仕事 に

献 身 してい ることを特徴づ ける ものであ る。

彼 は どこか らその力 を得 てい るのだ ろうか。 どんな人 に も

多 くの源が考え られ る。 しか し，彼 自身 に とっての ひとつの

源 は，一言でいえ ば， カ ミラであ ると言 え る。

カ ミラ ・アイ リングは， ア リゾナ州 サ ッチ ャーの学校で教

え ることにな った。ス ペンサーは， メキ シコの入植地か ら来

た この愛 らしい少女 にひかれ た。彼女 は家族 と共 に，パ ンチ

ョ ・ビラの軍 に追われ， メキシコか ら逃 げ出 して きたのであ

る。 その後 ，両親 は彼女 に教育を受 けるよ うに勧 め，限 られ

た資力の中で彼女 はブ リガム ・ヤ ング ・ア カデ ミーに通 って

いた。彼女 は，す っき りした見 な りで， が っち りした体格 の

青年 にひかれた。 その青年 は，敏活 なユーモアのセ ンスを具
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４． 新 婚 当 時 の スペ ソ サ ー

と カ ミラ。
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５． 教 会幹 部 に 召 さ れ た 頃 の キ ソボ ール 家 族 。 前

列 左 か ら キ ソ ボ ー ル 姉 妹 ， キ ソボ ール 長 老 ， 令

嬢 オ リー ブ ・ベ ス。 後 列 左 か らエ ドワ ー ド， ス

ペ ソ サ ー ・Ｌ， ア ソ ドリ ュー 。

６． ス テ ー キ部 長 会 の一 員 ゆ あ り， ア リゾナ の 青

年 実 業 家 で あ った 頃 の ス ペ ソサ ー ・Ｗ ・キ ソ ボ

ー一ノレっ

７

６
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７． 使 徒 の カ ル テ ッ ト。 左 か らマ ー・ク

・Ｅ ・ヒ。一 ター セ ソ
， マ シ ュ ー ・カ

ウ リー， ス ペ ソサ ー ・Ｗ ・キ ソ ボ ー

ル ， エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ソ ソ ソ。 伴

奏 は ハ ロ ル ド ・Ｂ ・ リー。

８．収 集 したイ ソデ ィァソの道 具を持

つ キソボ ール。

９

予言者の略歴

スベ ソサ ー ・Ｗ ・キ ソボ ール大管長は，神 と人へ の奉仕 に捧げ尽 くした過

半生に 引き続 き，教会の大管長 の責任 についた。

以下にキ ソボ ール大管長の半生か ら主な 出来事 を拾 って略歴 とす る。

１８９５年 … … ３，月２８日， 合 衆 国 ユ タ州 ソル トレー ク シテ ィー に ア ソ ドリ ュー

お よび オ リー ブ ・ウ ー リ・一 ・キ ソボ ー ル の 第 ５子 と して誕 生 。

１８９８年 … … ５月 ， 家 族 と共 に ア リゾ ナ 州サ ッチ ャー に移 る。 父 は サ ッチ ャ

ーの セ ソ トジ ョセ フ ス テ ー キ 部 ス テ ー キ 部 長 に 召 され て いた
。

１９０６年 … … ６月 ６ 日， サ ミュ エ ル ・ク ラ リッ ジの 手 に よ り祝 福 師 の 祝 福 を

受 け る。 将 来 レー マ ソ人 に 福 音 を 説 くと言 わ れ る。

１０月 １８日， 療 養 先 の ソル トレー ク シテ ィ ・一で １１子 中 ８名 を 残 し

て， 母 死 去 。

１９０７年 … …１０月 ５ 日， ジ ョ ージ ・Ａ ・フ ー プ ス に よ りバ プ テ スマ ， ジ ョ ソ

・Ｆ ・ナ ッ シ ュに よ り確 認 を 受 け る。

１９０９年 … … 日曜学 校 教 師 とな る。

１９１０年 … … １２．月１０日， ジ ェー ム ズ ・Ｌ ・ウ ィル キ ソ ス に よ りア ロ ソ神 権 の

教師 に 聖任 さ れ る。

１９１４年 … … ア リ ゾナ 州 ヒー ラア カ デ ミー・を ク ラス 委 員 長 と して 最 優 秀 の 成

績 で卒 業 。

６月 ６ 日， 父 に よ り祭 司 に 聖 任 され る。

９，月１５日， エ ドウ ィ ソ ・Ｓ ・デ ー ビス に よ りメル ケ セデ ク神 権

の 長 老 の 職 に 聖 任 され る。

１０月 １６日， Ｊ・ゴ ー ドソ ・キ ソボ ール に よ り七 十 人 に聖 任 され ，

合 衆 国 中 部 伝 道 部 で ２年 ４ ヵ 月間 伝 道 。

１９１７年 … … １１月 １６日， カ ミラ ・アイ リソ グ と結 婚。

１９１８年 … … １，月 １日， セ ソ トジ ョセ フ ス テ ーキ 部 書記 に 召 され ， 父 の も と

で 働 く。

１９３８年 ２月 １９日 ま で ス テ ーキ 部 書記 を務 め る。

６月 １日， ソル ト レ・一ク神 殿 で 妻 との 結 び 固 め を受 け る。

１９２４年 … … ８月 ３１日， 父 死 去 。

９月 ８ 日， ヒ ーバ ー ・Ｊ ・グ ラ ソ ト大 管 長 に よ り大 祭 司 に聖 任

され ， セ ソ トジ ョセ フ ス テ ー キ 部 第 二 副 ス テ ー キ 部 長 に 召 され

る。

９キ ソボ ー ル

家 の ３人 兄 弟。

ア ソ ドリ ュー

・ゴ ー ドソ，

スペ ソサ ー ・

ウ ー リー， デ

ル バ ー ト ・ギ

ー ソ。 １９０６年

頃 の もの 。

２９３
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並 の人にあ らざる， スペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ンボール

え，鋭敏 な心を持ち，音楽を解する心を具えていた。すぐに

交際が始まったことは言 うまで もない。 こうして数週間のう

ちにふたりはお互いにふさわしい相手であることを知 り，や

がて神殿結婚をした。

キンボール姉妹はすばらしい女性である。知性と教養に富

み，健康に恵まれた女性である。

キンボール大管長にとって大切なものの中で，その中軸と

なるのは家庭である。キンボール夫妻には， ４人の子供がい

る。ふたりはもっと多 くの子供を持ちたいと望んだが，霊た

ちが この世に来る際に教えなければならない，生命のかのか

弱い道が障害物によってふさがれることがしばしばある。霊

にそれを越えさ章ることは，時には非常にむずかしく，また

時には全 く不可能である。

夫妻は子供たちに感謝 している。彼 らの息子 ３人は伝道に

従事 し，また ４人共，神殿で結婚 した。また現在，２６人の孫

と，１０人の曾孫がいる。キンボール夫妻は，すべての両親 と

同 じように，いつ も家族について祈 っている。各人が個性を

持った霊で，それぞれに自由意志があることを意識 し，ふた

りは，父母とし，祖父母 とし，また曾祖父母 として気を配 り，

関心を払 っている。

スペンサー ・Ｗ ・キンボール大管長は詩人である。多大の

苦労を払 って準備 した彼の説教は，叙情味にあふれた，美 し

く，力強いものである。けれども力は，文の中ではなく，説

教 自体にあるのである。詩人は予言者に次 ぐ者であると一般

に言われている。 しかし私たちは，キ ン ボ ー ル大管長の中

に，詩人の姿を持つ予言者を見いだすのである。

長年にわたる彼の説教の中で目立って多いのは，レーマン

入についてのものである。彼 らへの関心が，彼の務めの主軸

をなしてきた。 この神権時代の中で，スペンサー・Ｗ・キンボ
ールほど，モルモン経のメッセージをレーマン人に伝えるこ

とに尽力してきた人はいない。彼ほど大きな熱意を持 ってレ
ーマン人が 「主の誓約を知 り，かれらはいつまでも棄てられ

ないと言 うととを」知 らせ る仕事をなしてきた人はいない。

レーマン人の子鎌は現在 ６千万人以上いる。現在教会が，

メキシコ，中南米，海の島々，また北米のインディデンの部

族の間で栄えているのは，決 して偶然ではない。キンボール

大管長は，使徒としての彼の生涯すべてをかけて，彼 らの間

で休みなくその業を押 し進め，また勧め，果たしてきたので

ある。 一 、

「リーハイの子孫を愛 し始めたのはいつのことか，灘には

わからない。謹生のときに訪れたのかも しれ な し｝。なぜな

ら，私が生まれる前後数年間，私の父はインデ ィアン準州に

住むインデ ィアンの間で伝道に携わっていたからである。父

は伝道部長であった。また，幼児の頃にζの肇を抱 くように

なったのか もしれない。幼ない頃，父はよ く私たち子供に，

インデ ィアンの歌を歌って くれたり，インデ ィアンの友人か

らもららたおみやげや写真を見せて くれた。あるいは， ９歳

２９４

Ｐ，

（

の折に，祝福師のサ ミュエル ・クラリ多ジ兄弟から受けた祝

福師の祝福によって，この愛を持つようになったのかもしれ

ない。その祝福には，次のような言葉があった。

『あなたは多くの民に福音を宣べ伝えるであろう。特に，

レーマン人に伝えるであろう。主 はあなたに，言語の賜と，

：その民の前に福音を非常にはっきりと現わす力の賜とを恵ま

れるか らである。あなたは彼 らを組織立て，また 「この民を

囲む」とりでとして立つよう備えられるであろう。』

私はいつ彼 らを理解するようになったか知らない。９しか し （
これ まで いつ も， リーハイの息子 ，．娘た ちに好意を抱 いて き

た。」

（ス漣 ンサ ー ・Ｗ ・キンボール，大会説教， １９４７年 ４丹 ６

日）

１９４６年 ９月 １３日付の キンボール大管長 の 日記 には，次の よ

うに記 されて い る。 ・ ・

「ジ ョージ ・アルバ ー ト・ス ミス大管長 よりイ ンデ ィアン

の件 で要 請を受 けて，彼の事務所へ行 き， その伝道部 内の ナ

バ ホ族 について話 し合 った。 そ して大管長 は言 われた。 『今

私 はあなたに， これ まで無視 され てきた イ ンデ ィアンの世話

を してほ しい と思 って います。すべて のイ ンデ ィアンを見守

ってほ しいのです。全世界 のインデ ィア ンすべてに責任 を持

ち，世話 を していた だ き た い。島 々に住 む人 々 も含 めてで

す。』

そ こで私 は最善を尽 くす ことを告 げた。 同時に，以前 ゑ度

私 に与 え られた この務 めは，文字通 り祝福師 の祝福 を成就 す

るものであ ることを告げた。……大管長 は全世界 のすべての



イ ンデ ィアシのための各種 のプ ログラムにおいて， この委員

会 を指導 して ほ しい と，私 に言 われた。」

キンボール兄弟 の心 の中では， この荷 は軽 く， くび きは負

いやすか った。 とい うのは， これが愛 の務 めだか らで ある。

スペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ンボールの働 きの金糸 とも言 え る特 質

が あるとすれば， それ は レーマ ン人へ の愛 と，彼 らの中での

働 きで ある。

キ ンボ ール大管長 の事務所 に入 る と， レーマ ン人の間を旅

した ときの記念品が飾 られて いる。彼 がスー族 に受け入れ ら

れ，ひ とつの名前を与え られ た ときに贈 られたス ー族の羽根

飾 り， ホピ族の絵， またチ リ ・イ ンデ ィア ンの絵 もある。 ノ

ース ダコタのパイ ン山脈 に住む
，優 しいツー ・ドッグズ姉妹

が愛を込 めて彫 り，着つ けを した木彫 りの人形， アマゾン ・

・インデ ィアンの飾 り板 の彫 り物， ある部族 の弓 と矢 ， ボ リビ

ア ・イ ンデ ィアン男女 の美 しい彫像。 その他 ，海 の島々か ら

の 記念品 も見 られ る。

キ ンボ ール大管長 に与 え られ たイ ンデ ィア ン名は， ワシュ

テ ・ホー ・ワンブ リーで ある。文字通 り訳 す と， 「良い声の

わ し」であ る。 レーマン人 の兄弟 の言 う所 では， 「真理 の良

きお とずれを もた らす声を あげなが ら，世 界を飛び回 る者」

とい う意味であ る。

末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会 を管理 す るこの人 は，並の

人物 ではない。彼 は使徒 に聖任 され た 日， 別人 とな った。す

なわ ち，古代の使徒 と同 じよ うに，主 イエス ・キ リス トの特

別 な証 し人にな ったので ある。

今 日，主は特別な証 し人 と して， スペ ンサ ー， ナサ ン， マ

リオ ン，エズ ラ， マーク，デルバ ー ト， その他 ，主 イエス ・

キ リス トの使徒た ちを召 して お られ る。主 が過 去の時代 に聖

任 された証 し人 と同 じ権能を持 ち， 同 じ証を持 って支持 され

てい るので ある。

教 会の頭 は主御 自身で ある。 そ して， スペ ンサ ー ・Ｗ ・キ

ンボ ールは，予言者，聖見者，啓示 を受 け る者 であ り，教 会

の大管長 であ る。大管長を良 く知 り，心 か ら愛 してい る者の

ひ とりとして，またその特別 な証 を分 ち合 う者 のひ とりと し

て，私 は この ことを証す る。

１０

騨’ ．

呼翻 磐 ’

，∫擁

藤 ∫ 、
熱

噸 凝’

１０． キ ソボ ール 大 管 長 夫 妻 。 １９７３年 ８月 ， ドイ ツ の ミュ ソヘ ソに て 。

予言者の略歴

１９３８年…… ２，月２０日，マ ウソ トグラハ ムステーキ部 ステーキ部 長 となる。

１９４３年…… ７月 ８日， ヒーバ ー ・Ｊ ・グラソ ト大管 長の代 理， Ｊ ・ルーベ

ソ ・クラーク ・ジュニ ア副管長か ら電話 を受 け， 十二使徒評議

員の召 しを告げ られ る。

１０月 ７日， ソル トレー一クシテ ィーで ヒーパー ・Ｊ ・グラソ ト大

管長に よ り，使 徒に聖任 され る。

１９４６年…… ジョージ ・アルバ ー ト ・ス ミス大管 長か らレーマ ソ人のための

特別な責任を受 け，祝 福師の祝福が成就 され る。

１９５１年・…・・教会のイ ソデ ィァソ問題委 員会の一 員 として，国際連盟全アメ

リカイ ソデ ィアソ会議 に派遣 され る。

１９５２年……七十人最高評議員会の ブル ース ・Ｒ ・マッコソキー長老 と共 に

メキ シコお よび中央 アメ リカの地 を奉献 し， メキ シコ伝道部を

分割，中央 アメ リカ伝道部 を組織す る。

１９５５年・・一 ４月１３日か ら ９月１１日まで夫人 同伴 でヨーロ ッパの伝 道部を歴

訪。 ノル ウェー， スウェーデソ， デソマー ク，ブ イソラソ ド，

英 鼠 オ ラソダ， フラソス，スイス ・オース トリア， ドイ ツ西

部， ドイ ッ東部 各伝 道部の １１６都 市を訪問 し， ９月１１日のスイ

ス神殿奉献で旅程を終え る。

１９５７年……咽頭悪性腫瘍 で手術 を受 け，片方の声帯 とも う片方の一・部を切

除 し，一時は発声不能 とな る。 ８月に退院。

１９５９年…… ２月 ７日ソル トレー クシテ ィ・一を発ち， ７週間の 日程で南米の

３伝道部を回 る。夫人 同伴。

１９６０年一 ・・１０月，同伴で南太平洋，オ ース トラ リア，ニ ュージー ラソ ドの

１８力国を 巡る ４ヵ月間の旅 に出発。 その間に ４ステーキ部を発

足 させ る。

１９６１年……１２月，十二使徒のハ ワー ド・Ｗ ・ハ ソ ター長老 と夫人同伴で ヨ

ー ロッパお よび聖地 エルサ レムに出発。 ヨー ロッパ各地の大会

を管理 して翌年 ２月に帰国。

１９６４年 …… ５月２８日， ブラジル，ウル グァイの旅へ出発。

１９６６年……チ リー， アルゼ ソチソ， ウルグ ァイ，ブ ラジルへ旅行。

１９７０年……デ ビツ ド・０ ・マッケイ大管 長の死去に伴い，十ご使徒評議員

会会長代理 とな る。

１９７２年…… ４、月１２日，心臓切開手術を受 ける。

７月 ７日， ジョセブ ・ブ イール デ ィソグ ・ス ミス大管長の死去

に伴い，十二使徒評議 員会会長 とな る。

１９７３年……１２月３０日，ハ ロル ド ・Ｂ ・リー大管 長の死去に伴い，教会の大

管長に按手聖任 され る。

１１．１９７３年 ４月大会で リー大管長 と共に

１１
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ったんです よ」 と，彼女 は笑 う。 「私 は新入 りで，彼 はダ ン

スに誘 いませ んで した。 ち ょっ と腹が立 ちま した。踊 って く

れ たって よさそうな ものを って。彼が伝道 に出る前 の ことで

した。久 し振 りに帰省 して， ガール フレン ドがた くさんいた

のです 。」

次 にふた りが会 ったのは， キ ンボ ール大管長が伝 道か ら帰

った後 だ った。 ある秋 の宵 ， カ ミラがバスを待 ってい ると，

青 年スペ ンサー ・Ｗ ・キ ンボ ールが近づ いて来て， 「あなた

はアイ リングさんで はあ りませんか」 と声をか けた。 「彼 は

私 の住んでいた町の友人 の家へ行 くと ころで した。彼 は自己

紹介を して，バ スに乗 ると並 んで腰 かけま した。遊 びに行 っ

て もいいですか と言 われて， それか ら友情 が始ま り，恋愛 に

な ったのです よ。」

その翌週 はスペ ンサーが カ ミラを家に訪 れた。彼女 は別の

人 とのデー トの準備 で，化粧 着に，ヘ アカーラーを巻いてい

た。そ してスペ ンサーが帰 らない うちに相手が来て しまった

ため，結局その晩は ２対 １のデ ー トにな って しまった。 カ ミ

ラとス尽ンサ ーが愛を 自覚す るまで，長 くは か か らなか っ

た。 「９月 に会 って，結婚 したのは１１月で した」 と姉妹 は言

う。

キ ンボール姉妹 は， 「幸福 な生活 は見 つける ものではあ り

ませ ん。作 る ものです」 と言 う。夫 と４人 の子供 と２７人 の孫

と多 くの友人 たちは，彼女 が 自分 の生活 の大 きな喜 び とな っ

て きた ことを口々に語 る。 キ ンボ ール姉妹 は，幸福 な結婚生

活がで きたのは，結婚 や人生 についてふた り共福音を理 解 し

ておいたおかげだ と言 う。 「私た ちは結婚が永遠で，今 は自

分た ちの現状だ けでな く将来 も築 いて いるのだという ことを

知 って います 。」 「ふた り共同で理想を持 って います し，生 い

立 ち も似て います。 どち らも決 して豊 かで はあ りませ んで し

た。節約 しなけれ ばな らなか った し， お金 についての考 え方

は同 じなのです。教育 について も福音 について も同 じ希望 を

持 っています 。」

キ ンボール姉妹 の幸福へ の道 には別に秘訣 はない。 「福音

を守れば幸 せになれ るものです よ。」彼女 は こう語 る。「福音

は何 もか も含 んでいます。人々を幸福 にす るための ものなの

です 。」

キンボール大管長夫妻 は， ユタ州 ボネビル ステーキ部 のモ

ニュメン トパ ーク第 ２ワー ド部 に所属 し，姉妹 はワー ド部扶

助協会 の霊的生活 の教師で ある。非常 に計画的 な彼女 は こう

語 る。 「時 間は とて も大切 だ と思 います。建設 的な ことに時

間を使いたい と思 います。 じれ ったが り屋 で，腕組 み してす

わ ってな どい られないんです よ。」

彼女 は，扶 助協 会の勉 強が生 活全般 にわた り，非常 に刺激

にな ると考え る。 「私は扶助協会が大好 きです。扶助協会 に

２９８

出る機会を無駄にする人がいるのはどうしたわけかと，不思

議でなりません。」 の

キンボール姉妹は，扶助協会の教科書はどの学習にもため

になると感 じ，女性は絶えず自己を向上させるべきだと考え

ている。 「女性は知的にいつ もはつらつとしていなければ，

年をとって怠け者になり，いろんな本を読 もうとか時間を有 し

効に使おうという気持を忘れるのは簡単です。」

「母親はいつ も子供がどんな影響を受けているのか気をつ

けていて，誘惑があったときによ く理解できるようでなけれ

ばいけないと思います。」 そしてさらに続けて， 「おばあさ

んでも，孫に影響を与えるようでなければ，私が子供たちに

教えようといつも心がけてきたひとつの ことは，人は完全で

はないということ，で も福 音 の計画は完全だということで

す。もし福音の計画に １００パーセント従えば完全への道を立

派に歩めるのです。」

彼女の喜びにあふれた生活は，たとえ苦 しいときにも自己

を忘れる人，永遠をはっきりと見定めてこの世の偽 りのプラ

イ ドを捨てる人に， どんな幸福がもたらされるかを告げてい

る。 「私のこと，美徳の典型みたいにしないで下さいね。と

っても人間っぽいんですか ら」と，彼女はつけ加えた。 しか
る

しキ ンボール姉妹 を知 る人 々は，箴言 のある聖句 を思 い出す

のであ る。 「だれが賢 い妻を見つ ける ことがで きるか，彼女

は宝石 より もす ぐれて尊 い。 ………彼女 はその商 品の もうけ

のあ るのを知 って いる。 その ともしびは終夜消 え ることがな

い。」 （箴言３１：１０，１８）

１ １９１４－１６年に中部諸州伝道

部で伝道 していた頃の スペ ソ

サ ー ・Ｗ ・キ ソボール長老。

２ ギ ラ ・ア カ デ ミ ー の 教 師

で ， スペ ソサ ー ・Ｗ ・キ ソ ボ

ール と求 婚 中だ った 頃 の カ ミ

ラ ・ア イ リ ソグ。
畦

㌦

。 町
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旧 約 聖 書 の 成 立 ち

旧約聖書 はいろいろな意味で私 たちに とってな じみに くい

書物で ある。私 たちの時代 か らはるかにかけ離 れた世 界 につ

いて， またそ こに住 む人 々について語 ってい るか らであ る。

しか し， イエス・キ リス トの福音を完全 に理解す るためには，

聖書 の巾で も旧約聖書 について知 る必要 があ る。 どの ように

してできたか，正典 としての権威 を与えたの は何か， また そ

の言葉 に今 日の私 たち に語 りか けるものが あるのはなぜか，

な どについてであ る。

旧約聖書 を聖典 として尊んでいた ペテロは， こう言 って い

る。 「聖書 の預言 はすべて， 自分勝手 に解釈すべ きで ない…

・・なぜな ら
，預言 は決 して人間 の意志 か ら出た ものではな く，

人々が聖霊 に感 じノ 神 によって 語 った ものだか らであ る。」

（皿ペ テロ １ ：２０，２１）

ペ テロが こう述べたの は，聖書 を自分勝手 に解釈す る人 々

の ことを案 じたた めで あった。 しか し，彼 の この言葉 は同時

に，なぜ旧約聖書が聖典で あるのか， なぜ キ リス ト教徒 もユ

ダヤ教徒 も旧約聖書を正典 と して受 け入 れているのか， また

なぜ末 日聖徒 が旧約聖書 を標準聖典 のひ とつに数 えているの

かを，明 らか に して いる。 （教ｉ義 と聖 約５０：１３－２４，６８：１

－ ５， １ニーフ ァイ２２：２参照） 神 の人 が，戒 めによ って

主の民 に語 るよう権威 を与 え られ，霊感 を受けて語 るとき，

その言葉 は権威 ある言葉 となるのであ る。 （教義 と聖 約２８：

２，４３：１－ ７）

私 たちは，聖典 の記録 も不完全 な人 に よって書 かれた こと

を知 って いる。 （イテル１２：２３－２９） また旧約聖書 には，

書 き写 して い くときに生 じた誤 り，翻訳上 の誤 り， さらに人

が故意 に手 を加 えたために生 じた誤 りがあ ることもわか って

いる。 （モーセ １ ：２３，４０－４２， １ニ ーファイ１３：２３－２９）

所 によっては，霊感 を受けた人 が書 いた本文 は，今 日その ま

ま伝 わっては いないが，旧約聖書 の価値 は何世紀た って も失

われず，人 々に恩恵 を与 え，霊感 を与えて きたのだ った。

キ ー ス ・ Ｈ ・メ サ ー ビ ー

２９９



旧約聖書の成立ち

約 ６千年前 に，神聖 な記録 の最初 の著者が その仕事 にかか

って いる。 その著者 は， 自分が と りかか ろ うとして いる，記

録をつ けるとい う仕 事が どんな に膨大 な作業で あるか を知 っ

ていただ ろうか。 また この種 の記録 が子孫 の生活 にどん なに

大 きな影響 を及 ぼすかを知 っていただ ろうか。恐 ら く知 って

いたに違 いない。仮 に知 らなか った として も，初 期の記録者

が， 自分 の している ことを非常 に大切 に考 えていた ことは，

明 らかで ある。

アダムが その最初 の人で あった。 アダムの記録 には，主 の

しもべ の選ばれた家系 の系図 （モーセ ６ ：８，教義 と聖約

１０７：４０－４２， アブ ラハ ム １ ：４）， その家系が神権 を受 ける

権利を持 っていた こと （アブラハ ム １ ：２８，３１）， 救いの計

画の知識 （モーセ ６ ：４５－６８， ７ ：１）， 創造の物語 （アブ

ラハ ム １ ：２８，３１）， そのほか主 か ら与 え られた 予言 的な教

えが，記載 されていた。

以上 のすべての ことをアダ ムは 自分で書 かなか ったか もし

れない。 自分 で書 かなかった とすれば， アダムの後 に続 いた

人 が書 いたので ある。 その中 にエ ノクが いた。 エ ノクは， ナ

ダムの子 らが大群衆 となって集 って いるとき，主御 自身が忠

実 な者 の前 に姿 を現 わされ た ことを記録 している。 （教義 と

聖約１０７：５３－５７）

記録 したの はアダムとエノクばか りで はない。 アブラハム

も書 いてい る。（アブ ラハム １－ ５） ヨセブ も重要 な予言の

記録を書 いた人 として知 られてい る。 （皿ニーファイ ３， 皿

ニーファイ ４ ：１， ２） これ らの人 々は，記録をつ けるとき

の標準 を定 め， それがその後幾世代 も保管 され る記録 の種類

を， 自然 に決 めてい った もの と思われ る。

モーセは全 くこの型 に従 って書 いたので，律法 として知 ら

れる彼 の書 き物 は， ユダヤ人 の聖典 の中で最 も有 力な地位 を

占めるに至 って いる。

モーセの書 いた ものが これ ほどまでに大 きな比重 を占める

ひ とつ の理 由は， モーセの在世中 に，何 か重要 な ことが起 こ

って，彼 が主 か ら受けた啓示 に影響 が及 び，また当時 の人 々の

手 に入 る過去の聖典 に影響が及 んだためで あると思 われ る。

アダムの時代か らモーセの時代 に至 るまで （約２７００年間），

主 の業 はメル ケゼデ ク神権 の管理 と律法 に よ っ て 推進 され

た。 （教義 と聖 約１０７：４０－５７，８４：６－ １７） 従 って， この

３００
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；期間に人 々が神 か ら受 けた啓示 と戒 めは，人 々が所持 してい

た神権 の権威 に相応 していた。啓示 は書 き記 され， その 当時

の主 の子 らを治 める聖典 とな った。

主 はモーセに従 う人 々に も， 同 じ教 え と導 きを与 え ようと

された。 しか し，人 々は心 をかた くなに し，背 を向けた。主

は戒 めを与 え られたが，人 々は従 わなか った。 その結果，主

はその戒 めを取 り消 し，人 々の状態 に応 じて働 きかけ，導 く

ことに された。従 って主 は民 の間か ら完全 な神権 とその神権

の もた らす祝福 を取 り上 げ られた。主 は， この完全 な神権 の

代 りに，小 さな神権， すなわち レビ神権 と， その力 に相応す

る律法 を人 々に与 え られたのであ る。（モーサ ヤ１３：２８－ ３０，

ガ ラテヤ ３ ：６－２９） 出エ ジプ ト記 ， レビ記，民数記，申命

記 に収 め られて いるいわゆるモーセの律法 が，それであ る。

（教義 と聖約８４：６－２８，霊感訳 出エ ジプ ト３４：１， ２， 申

命 １０：２，ヘ ブル ４ ：１０）

６

モーセは明らかに，アダム，エノク，アブラハム，

ヨセフの書いたものを編集し，創世記を著わした。

またモーセは，低い律法を載せた続 く四つの書を書

いている。イスラエルの子 らが高い律法を受け入れ

る用意ができていなかったためである。

この人 々に与 え られ た新 しい計画 は，以前 の もの と性質を

異 にしていた ので， これ を福音 のモーセの神権 時代 と呼ぶ こ

とがで きよう。 この神権時代 は，事実上主 が新 しい立法者 を

起 こされ るまで続 いた。 この新 しい立法者 は， モーセが定 め

た物 事の古 い秩 序を変え る権能 を持 って いた。 （イエス ・キ

リス トがその立法者であ った 。） この立法者が新 しい律法 と

新 しい神権 時代 を携 えて きた とき，民 は霊的 に機敏 になって

いて，新 しい事 態に適応 し，古 い ものを捨てて新 しい ものを

受 け入 れる用意 がで きていた。 モーセ 自身，民 にその準備 を

す るよ うに勧 めている。 （申命 １８：１５－ １９， 皿ニーフ ァイ２６

：１，３２：６， 皿ニー ファノｆ９ ：１７－２２，１５：１－１０，２０：

２３， ヨハ ネ５ ：４５－４７）

このよ うに， アダムの時代 にイス ラエルの間 に定着 した メ

ル ケゼデ ク神権 とその律法 は， モー セの時代 に取 り上 げ られ
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た。 アダムの時代か らモーセの時代 に至 る教会 についてほ と

ん ど記録が残 って いないのは， このためであ ると思われ る。

神権が取 り上げ られ た ときに， その律法 と記録 も同時 に取 り

上げ られた もの と推測 され る。 （アルマ１２：９－ １１，イ テル

４ ：１－ ７）

アダムか らモーセに至 る時 間は， モーセか らキ リス トまで

の時間の約 ２倍 に相 当す るに もかか わ らず （アダ ムか らモー

セまでは約２，７００年， モーセか らキ リス トまで は約１，３００年）

旧約聖書はただひ とつ創世記を除 いて全部， モーセの神権 時

代 の確 立 とその長期継 続の次第を扱 って いる。従 って旧約聖

書は，基本的 にモーセの 「教会」 の記録 であ り，啓示 であ っ

て，創世記はその序説 に当たると言 えよ う。

過 去か ら蓄 積 された記録を編集 し，創世記 を書 いたのは，

モー セであ ると推測 され る。 （モーセ １ ：４２， ２ ：１）編集

し書 くに当た って， モーセは民 にとって最 もためになる もの

と， もうひ とつ次の ものを選 んだ。 それ は，民が 自分 はだれ

であ り， どこか ら来たのか， また選民 と して の召 し，契約 の

り

背景，そして現在および将来神に対 して負 う責任を理解する

のに必要な知識を与えるものであった。 （創世１２－５０）アダ

ムからアブラハムに至 る２０００年間の歴史は，わずか ９章 （創

世 ３－１１）に収められており，その前に創世の次第が記され

ているのである。 （創世 １， ２）

創世記に続 く出エジプ ト記，レビ記，民数記，申命記は，

神権の変更を記 している。また，その神権に関係する律法が

与え られ，モーセの神権時代が始まった次第を伝えている。

上記の書に収められた モ ー セ の律法が， この時代の基本的

な，土台となる律法となった。 このモーセの律法は，今 日の

教義と聖約に似た役割を果たしたのである。

他の予言者たちは，このとき確立されたものの上に築いて

いった。ただ，後 に見られた様々な進展 も，その土台は律法
ヨ トドラに

なのであ った。 この とき以来，イ スラエル の子 らは この律法

を学 び， この律法 に従 うことにな った。民 の厳然 たる手引 き

一 彼 らの鉄 の：棒 とな ったのであ る
。 （申命 ６ ：１－ ９，１０

：１２つ１３，５ ：２８－３１，１７：１８－２０，ヨシュア １ ：５－ ８）後

の予言者 や指導者 は，行動 の基盤 として絶えず律法を引用 し

た。 モーセの死 を もって この律法集 は閉 じられ， もはや追加

される ことはなか った。 それ 自体 ひ とつのま とま った もの，

一一 一 一 一一 「
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＼モーセの律法 とな ったのであ る
。

続 いて モーセ以外 の予言者兼 著者 が現われて きた。あ る者

を私 たちは知 ってい るが，あ る者 は知 らない。 ヨシュアは予

言者 にな るように召 されなか ったか も知れ ないが，みた まの

導 きに従 ったので，傑出 した人物 となった。 （民数２７：１８）

ユダ ヤ人 の伝統 によれば， ヨシュアは同名の書の著者で ある

とされてい る。 しか し実際 には， ヨシユ ア記を書いた人の資

料 の著 者であ った とす る方が より正確で あろう。

士 師記 とル ツ記 の著者 がだれで あるか は不明で ある。ユ ダ

ヤ人 は，伝統 的にサ ムエルが士師記を書いた と してい る。 こ

れは大いにあ り得 ることであ る。なぜな らサ ムエルは一部公

的 な記録 をつけてい ることがわか ってい るか らであ る。 （サ

ムエル上 １０：２５） 続 いておそ ら く時期 は王国が確 立 された

頃 と思 われ るが，保存 す る記録 の種類 がまた根本的に変 わ っ

た。 この とき以来 ，国王 の ことを扱 った記録一 すなわ ち諸

王 の歴代志 とい う記録 が追 加 された もの と思われ る。 （列王

上 １１：４１，１４：２９，１５：７，１５：３１等 ） これ らの記録は，列

王紀 の著者 に とって同書 を書 くときの資料 とな った。同時に

この著者 は， いろいろな予言者 の予言 と啓示 を資料に してい

る。 （歴代上２９：２９，３０，歴代下 ９ ：２９，１２：１５，１３：２２，

３２：３２，３３：１５，１９等） ほかに も国王 の ことを記 した記録 が

使 われ たが，以上 の ものが歴代志 を書 くときの資料 にな って

いる。

真鍮版 に二種類の記録が あった ことを記 しているニーフ ァ

イ第一書 ５ ：１０－１３を読 んでいただ きたい。 また特 にニーフ

ァイに二種類 の版を作 るよう命 じた主 の言葉 を読 んで いただ

きたい。ニ ーファイは小版 と大版の両方 に記録をつ けるよう

に指示 されていた。 （１ニ ーファイ ９ ：３， ４） 聖書を見

れば，様 々な記録 がつけ られた ことと，今 日聖書 に収め られ

た各書 の編集者 は これを手 にする ことがで きた ことが明白で

ある。

列王紀 と歴代志 の著者が どんな種 類の資料 を活 用 したかが

少 しで もわかれ ば， このふ たつの書 の間に見 られる相違 を説

明す る ζとがで きるだろ う。

ユダヤ人 は聖書 を，律法，予言者，諸 々マ）３つに分類 して

いる。律法 に分類 され るのは，創 世記 か ら申命記 までの五書

で ある。 ヨシュア記，士師記， サムエル記 ，列王紀 は予言者

３０１



旧約聖書の成立ち

の書の中に数え られている。私たちにはよ くわからないが，

何 らかの理由で，歴代志はこの予言者の書には分類 されない

で，諸書の中に数え られている。

以上の書はみな，ひとりの編集者または複数の編集者によ

って整理され，現在私たちが持 っているような形になったも

のと考えられる。編集者は，ちょうど先任者の記録を編集 し

たモルモンのような役割を果たしたに違いない。

「紀元前 ６００年頃には，編集された一冊の聖典が

存在した。当時の聖典は明らかに律法， 王 国 の 記

録，予言者の書いたものを含んでいた。そして予言

者の書いたものには，私たちの旧約聖書に出てこな

い予言者 （ヨセフ，ゼノス，ニーテム，ゼノク）の

書も含まれていた。

編集者 の手 が聖書 の中に働 いてい るのを読 み取 ることは，

簡単 である。読 んでいる内容 がわか らな くて じれ ったい思い

をす るとき，私 たちは著者 の肩越 しに直接 資料を見 ることが

で きた らと思 うことが よ くある。 しか し，編集者の ペンは断

固 とした調子 であ る。取捨 選択の判断 は，編集者 にかか って

い る。 モル モンが要 約の作業 に携 わって いるのを観察 し，彼

が主の指示の もとにどれ くらい良心的 にその作業を完遂 した

かを思 うと，大 きな感銘 を受 ける。 モル モンが資料 に追加 し

た り （モル モン言 ５－ ７） ，取 りあげなか った りした （皿二９

一ファイ２６：６－ １２
，２８：２５） ときは，必 ず主か ら具体 的な

指 示を与 え られて，そ うしていたのだ った。

後 の予言者 （イザ ヤ，エ レ ミヤ，エゼ キエル， ダニエル，

十二小予言者 〔ホセアか らマラキ にいた る〕） は 全部 それぞ

れ同名の書 を書 いた もの と考 え．られ る。 この見解 は，学者 の

意見の中では，稀 な異説 とうつ るか もしれない。 しか し，末

日聖徒 は，だれが古代の記録を書い たか， その記録 はどのよ

うに収集 編集 されたか， さらにこの責任が どれ ほど神聖 に受

けとめられ，果た されたか （この原則 には例外が あるが， あ

くまで例外で あって，原則を変え る もので はない，例 オムナ

イ ８－１１）を示す聖典を聖書以外 に数冊持 って いる。

そればか りで な く，私 たちは自分の生 きて いる時代 に， 自

分 たちの聖典が出現 したの を この目で見て いる。 そ して 同時

３Ｑ２

に，絶えず生 ける予言者か ら導かれ，恩恵を受けている。予

言者は自分と同じ時代に住む人々を，導き助ける責任がある

ことは事実であるが，だか らといって，未来に起 こる出来事

を予言できないというわけではない。霊的な識別力という点

では，自分の生 きている時代だけに制約されてはいないので

ある。

予言者が予言を・書いたとき，彼 らの一部または全部が書記

に書 き取 らせたに違いない。エレ ミヤはこの方法を採用して

いる。少な くとも何回か書き取 らせている こ と は確かであ

る。 （エレミヤ３６：１－ ４）ジョセブ ・ス ミスも同じ方法を

とった。しかし，それで も予言者の言葉は予言者の言葉であ

る。予言者の書いた ものをもとに，後世の著者や編集者が一

部記録を書いたということも考えられる。

聖書の残りの部分は，ユダヤ人が 「諸書」 と呼んでいる記

録である。この区分には，詩篇，箴言， ヨブ，雅歌 ルツ，

哀歌，伝道の書，エステル，ダニエル （私たちはダニエルを

予言者に分類 している），エズラ，ネヘ ミヤ，歴代志が含ま

れる。以上の書は明 らかにニーファイ当時の聖書には含まれ

ていなかった。そうであるとすれば，バビロン捕囚のときか

その後に加えられたに違いない。

これ らの記録のあるものは，なぜ正典に含まれるに至 った

かその理由が理解できるが，ジョセフ ・ス ミスが霊感によっ

て聖書を改訂 したとき，彼が完全に聖書から除外 した書がひ 一

とつある。霊感訳聖書の原稿に， 「雅歌は霊感を受けて書か

れた書ではない」という注が書かれている。従 って末日聖徒

は，雅歌が聖典の中に含まれている理由を示す必要はないの

である。

ほかの書はどうあろうか。 「すべて心の歌は，われの悦び

なり。然 り，義 しき者の歌はわれに対する祈りなり。彼 らの

頭に祝福を与えてその応えとなさん」 （教義と聖約２５：１２）

と言われた主の言葉を思い返すと，様々の人が歌 ったヘブル

人の歌集，すなわち詩篇が聖典に含まれた理由がす ぐ理解で

きるだろう。伝統から言っても，一部の詩篇の表題から言っ

て も，ダビデが この書に最大の貢献をしていることは明らか

である。詩篇の歌は，非常な信仰 と霊的な力をみなぎらせて

いるので，キリス ト教がユダヤ教から分離 して以来，キ リス

ト教徒を感激させ，非常な熱意を起 こさせためだった。
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１ 焔 仰は・顯 の思想という潮にたとえてみれば満 潮駒
・一 最高の記録を打ち立てたのである。
爵

箴言と伝道の書は，知恵文学に分類 されるものであり，人

生の実際的な問題に深い洞察を与えている。伝統的には，ソ

ロモンが雅歌 と共にこの二書の著者であるとされている、工

贈し漏 諾論誰瀞犠 儲雲夢１沢凝
を記 している。そして列王紀下 と歴代志下の末章で終わ、って

いるユ野 人の歴史を再び取り上げている・この二書は恐 ら

くエズ ラが書 いた もの と思 われ る。

エズデ磯 ば《非常嘆 しい物語である。そして，外臥

の中に長い間住み，征服者の気ま ぐれになすすべ もなく従属

、 さ甘 られるζいう状態を懇 したユダヤ人を・大いに感激さ

せ た。土ヌチル記はその著者 も書かれた時期 も不明である。

現 在旧約聖書を構成する書 は３９ある。以上私たちは，古 く

ばアダみ淀始まり，人々が，人の生活の中に働 く主のみ手を

認 した本を書いた次第 と，定期的にそれらの書がまとめ られ，

未知の編集者によって編集されてきたこ，とを見てきた。 これ

∵，ノ はキルモンが行なったことと同 じであって，膨大な記録の分

メ 叉ノ 量を減 らし，当時の人々に活用 しやす くすることは，必要な

ことだったのである。

紀元前 ６００年頃には，編集された一冊の聖典が存在 した。

こ
幽
・鱒 騨 脚 聯 手国の聯 予酵 の書噸

． ρを舗 でいた・そして・予言考曙 いた棚 こは潜 嫡
の旧約聖 書 に出て こない予言者 （ヨセワ， ゼ ノス， ニーア ム

悔 、、 ゼ ノク）の書 も含 まれて いた６ そ してニー ファイの時代 とキ

‘リ
ス トの時代の間 に，他 の記録が追加 され，現在私 たちが持

１’、 ～，『てい る聖書の３９書 に達 した ので ある。 その間に さらに編集

レ

『 の牒 が行なわれたに違いなし’
・

私たちは串く旧約聖書には３９書あると言 って，別にその数

ジ∫総装鷺 二諾紮 奪此旛 鍔
の３９書 と全 く同 じだ とす ぐ注釈 をつけ ようとす る。 とこ、うが

１

隷 惣鷲 馳騨 私耀 書鎚 轡

轟 灘 欝郷 糊 １轄 潔．
外 レた書を追如レているρ、ζれは聖書外典であって触力ｕ

ック教会は，正典の他の書 と同 じように神聖なもめであると ’
／ ’

してい る。

プロテスタン トがか トリック教会力∫ら分離 してプ聖書がす １

べて信 じる者がより所とすべき根拠であると主張するに至っ 、

畿 讐 勢欝鋤 二碁二鞭警響驚；
チナのゴダヤ人 の声 に従 うべ きである と決定 した。 その結果 ．．

プロテスタントは聖書外典を・聖書かち除外 した の で あ っ

た。聖書外典に対する末 日聖徒の立場は，教義 と聖約９１章に

記されている。

パレスチナのユダヤ人は，どのようにして正典 に含む書を

決定 したのだろうか。 これだけ時間の隔りがあるので，彼 ら 。、

のとった手続きは明 らかでない。 どの書が権威のある書で聖

典 として適切であるか，またどの書がそうでないかという価

値判断を，だれかがしなければならなかった。そのような決

定が，モルモンの場合のようにひとりの人の責任であったの

カ㍉ 教義 と聖約が編集 されたときのように何人かの人々によ

って下 されたのか，私たちは知らない。

旧約聖書 自身の中にある数多 くの手掛りと，末 日の啓示か

ら，旧約聖書の起源，その生い立ち１ さらには数多 くの書か

らなる正典 として完成 した過程 について，幾分かが明 らかに’

樋 μ 燃 として棚 な部頒 たくさ識 って←る・しか
し，ひとつはっぎりしていることは，旧約聖書を生み出し，

伝承する過程で主のみ手が働いていたということである。旧

約聖書は驚 くべき書物である。ある点で私たちが持つ他の聖

典 とよく似ている。しかし，私たちに 「主がほかの地で昔の

民の中でなしたもうたこと」 （１’ニーファイ１９：２２） を知ら

せるという，独 自の役割を果たす書物である。 、

溺癌鰭痛罪鐸 鷲 谷璽鷺蝶
『督

を して い る。 〆 一一
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讐

末日に与えられた啓示は旧約聖書を理解する手がかりを与

えてくれる。な ぜ な ら旧約聖書それ自体が持つ趣旨や意図

は，今 もなお脈々と生 き続けているからである。すなわち私

たちは，末 日の啓示を通 して，主が私たちの世代に何を望ん

でおられるかを推測 し理解することができるのである。予言

者ジョセフ ・ス ミスに与えられた啓示で直接旧約聖書に関連

を持つものは，以下の ３種類に大別できよう。

近 代 の 啓 示

旧約聖書への窓

１．古文書の回復 とその翻訳。これにはモルモン経，アブ

ラハムの書があげられる。これらはその起源を聖書と同一の

環境のもとに有 し，この神権時代において，私たちの使用に

供するために神の予言者により翻訳された。従って私たちは

この翻訳が正確なものであることを確信するのである。

２．・特定の旧約聖書予言者の書き記 したものの回復だが，

ジョセフ ・ス ミスが実際には手にしなかったもの。 これには

予言者 ジョセブ ・スミスに啓示されたモーセの示現 と著，お

よびエノクの予言を内容とするモーセの書が含まれる。従 っ

て古文書の翻訳であるモルモン経やアブラハムの書 とは趣 き

を異にする。

３．旧約聖書に記されている出来事や人物に衡して予言者

ジョセフ ・スミスに与えられた神の啓示。教義 と聖約の中に
　

は，聖書の原典を翻訳 したものではないにしても，聖書に登

場する人物や出来事について示唆を与えて くれる啓示が数多

く見受けら・れる。第８４章，１０７章，１３２章がそれに当たり，いず

れ も旧約聖書の理解に大いに役立つ啓示であると言えよう。

ζのように，末日聖徒は旧約聖書に関して文書資料を豊富

に持っている。従 って研究の際にそのような資料を利用 しな

いとしたらプ片手落ちだと言えよう。

予言者 ジョセフ ・ス ミスに与えられた啓示によると，聖書

の記事は完全 とは言えないまで も，本質的には正 しいもので

あることがわかる。すなわち啓示によると・ この世の創造が

神のみこころによりあるひとつの目的を もって慎重に進めら
’れた神聖なみ業であったことは確かである。また人間が神の

やから

単 な る被造物 ではな く，同 じ族，同 じ家系 の もとに生 まれ た

文字 通 り神の子孫 であ るとい う，聖書 の主張 を証 明 して くれ

・ る。 さらに アダ ムの堕落が事実で あ り，人類 の進歩 の一段階

として不可欠な もので あった こと， また堕落 を予期 した天 父

が人類のため に救い主を お与 え下 さ った ことを，末 日の啓示

は教えて くれ るので ある。 （モーセ ４ ：１－ ４，ア ブラハ ム

３・：２２－２８， 皿ニーフ ァイ ２ ：２２－２６参照）

末 日の啓示 はさ らに， イエス ・キ リス トの福 音が天 の使い

によって アダムに教 え られた ことを示 してい る。 これ は，現

在不完全 な状態で利用 してい る聖書 の記録 を補 足す る もので

ロ バ ー ト ・ Ｊ ・マ シ ュ ー ズ

ある。アダムはイエス ・キ リス トを信仰していたし，救いの

計画を知 っていた。そしてそれを子供たちに教えていたので

ある。

予言者への啓示はさらに，旧約聖書の族長や予言者がこの

地上に住んでいた実際の人間である こ とを 明らかにしてい

る。また彼らが神と天使により教えを受けた知性あふれる義

しい人々で，その導き手として聖霊と神権とを授けられてい

たことを示して くれる。まさに神の王国はアダムの時代に建

設 されたのであり，神権の権能は，それを持つ者が按手聖任

を行なうことにより，始めか ら今に至るまで代々受け継がれ

てきたので弟る。

これか ら述べる中には，今の世代の人々にとって目新 しい

ものも少なか らずあるだろう。それは末 日の啓示であり，す

なわち現在私たちが使 っている聖書の翻訳には記 されていな

いものだからである。その他は旧約聖書の記録中に暗示 され

ているので必ず しも目新 しいものではないかもしれない。 し

かし聖書 と比較 してかなり明確 に，また強調を込めて語 られ

ているので，これらも取 り上げて検討 してみようと思う。

たとえば旧約聖書の読者は，古代イスラエル人の神が 「エ

ホバ」 という名によって知られていた ことを承知 している。

けれども聖書 しか読まない読者は，イスラエルの神エホバが

後にベツレヘムでマリヤか ら生 まれた もうイエス ・キリス ト

であることを往々にして知 らない。シナイ山でモーセに十戒

を授 けた もうた御方は，この世に生誕される前のイエス ・キ

リス トなのである。末日の啓示はこの点を極 めて明白に示 し

て くれる。またそのエホバの神が地上に来臨 して世の救い主

とな られることを，古代の予言者 た ち は十分に理解 してい

た。さらに復活されたイエスはニーファイ人に，モーセに律

法を授けたのは御 自身である ことを示 したもうた。 （皿ニー

ファイ１５：４， ５参照） 主はまたこのように言われた。「わ

れがイスラエルの神にして全世界の神なること，またわれが

３０５
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世 の人 の罪 を負 うて一度殺 されたるを……。」 （皿ニーファ・ｆ

１１：１４）

燃 える しばの中 の声 はモーセに， 神の呼び名の ひ と つ が

「わた しは有 る （Ｉａｍ）」で ある と言 った。 （出エ ジプ ト３ ：

１４参照） 教義 と聖約 には， イエス ・キ リス トと 「われ有 り

（Ｉａｍ）」 が 同一 の御方 であ ることを断言 してい る聖句がふ

たつ ある。（教義 と聖約３８：１，３９：！参照） この ように末

日の啓示 か ら，ア ブラハ ム，イサ ク， ヤコブ， ヨセフおよび

モーセと誓約を交わ した もうたイ スラエル の神 は， エホバ，

「われ有 り」， イス ラエルの聖 者， そ して イエス ・キ リス ト

と して知 られ る御 方で あることを理解す るので ある。

末 日の啓示を研究す ると，私 たちが現在使用 して いる聖書

を補足 し追加す る箇所が ほか に も見 いだせ る。 その うちい く

つかを具体的 に示 してみ よう。

１． アダム 末 日の啓示，特 に高価 なる真珠 のモーセの書

の中 には， アダムが水 に沈 め られ るバ プテスマを受 け，聖霊

を授 け られ た こと， また供 え物 を捧 げていた ことが記 されて

いる。 さ らにアダムが子供 を多 くもうけ，子孫 と共 にアダ ム

・オ ンダイ ・アーマンの谷 に集 ま り， そ こで主 にまみえた こ

とも教 え られて いる。

２． カ・イン 旧約聖書 に記録 されている ことに加えて， カ

イ ンの供 え物 を 神が顧 みたまわなか った 理 由 （モ ーセ ５ ：

１８），カイ ンが主 のみ声 に耳 を傾 けないでサ タンに誓い，同類
とく

と秘密 に計 ごとを立 てて得 を得 よ うとした こと （モーセ ５ ：

２６－３３， ヒラマ ン６：２６，２７）， また カイ ンの妻がだれで あっ

たか （モー・セ ５ ：２８） を末 日の啓示か ら知 ることがで きる。

３．エ ノク 旧約聖書 にはエ ノクについて，創世記の ６節

（５ ：１８－２４）を除 きほ とん ど記 されていない。私た ちはモ
まち

一セの書か ら，彼の使命，大いな る予言， その市， そ して天

にあげ られた こと， あるい は主 よ りの召 しや彼が イエス ・キ

リス トの福音 について豊富な知識を持 って いた ことを学ぶ。

（モーセ ６ ：２１， ７ ：６９参照）

４． メッセラ この人 につ いて も聖書 にはほ とんど何 も記
まち

されて いないが，末 日の啓示 は， エ ノクの市が天 にあげ られ

た ときに彼が この世 に残 る ことを許 され た こと （モーセ ８ ：

２， ３）， また彼が アダ ムにより神権 に按手聖任 され， ノア

に神権 を授 けた （教義 と聖約 １０７：５０－５２） ことを教 えて く

れるので ある。 ジ ョセフ ・ス ミスは， エジプ トで発見 された

パ ピルスか らメツセ ラが天文学者で あ った と指摘 している。

（ジ ョセ フ ・フ イールデ ィ・ング ・ス ミス，漁 η，１挑 ０〃９勿

伽 ４Ｄ６ｓ伽 夕 「人 ，その起 源 と行 く末 」〔英文〕Ｐ．２６９，４７０．

４８８参照）

３０６

５． ノア 聖書 には ノアが洪水 の来 る前 に何 を人々に説 い

たか詳細 は一切記 され ていない。 けれ どもモーセの書 によれ

ば ノアは， イエス ・キ リス トを信仰 し，悔 い改 め，水 に沈 め

られ るバ プテスマを受 けて聖霊 を受け るように説いた ことが

明 らかで ある。末 日の啓示 は彼 を，聖書 を読 んだ者がだれで ・

も想像す るよ うな単 なる天気予報 者 とは見ていない。それ よ

りもむ しろ予言者 として扱 ってい る。また ダニエル，ザ カ リ

ヤ， マ リヤを訪 れた天 使ガ ブ リエルが ノアで あった こと も教

え られ ている。 （ル カ １ ：５－１７，２６－３８， ダニエル ８ ：１５

以降参照）

６． メルケゼデク メルケゼデ クについて は， アブ ラハム

に関連 して （創世 １４：１８－２０）， 詩 篇 に （１１０：４）， そ して

数 回にわた ってヘブル人への手紙 （５－ ７章） に＝極めて簡単

に記 されてい る程 度であ って，聖書 の中で は一種神秘的 な人

物 として扱 われてい る。 これ らの聖句で は彼 がアブ ラハ ムか

らすべての物 の什 分の一を贈 られ た大祭司 として紹介 されて

い るが，そのほかの ことについて は， ほとん ど語 られていな

い。末 日の啓 示か ら学ぶ ことは，彼がすべて の民 に悔改 めを

もた らした偉大 な正義 の説教者 であ り （アル マ１３：１８，１９参

照 ）， アブ ラハムに神権 を授 けた こと （教義 と聖約８４：１４），
おお

また彼が偉いな る大祭司で あった ことか ら，古代 の教会員 が

神権をその名 にちなんで メル ケゼデ ク神権 と称 えた （教 義 と

聖約 １０７：１－ ４） とい うことで ある。以上 の ことは何 ひ と

つ聖書 に記 されて いない。

７． アブラハム 聖書 はアブ ラハ ムについて多 くを語 って

い るが， アブ ラハムの書が与 え られてい るとい う点で末 日の

啓示 には及ば ないで あろ う。 この末 日の聖典 が加えた新知識

の うち特筆すべ き ものは， アブ ラハ ムが天体 に通 じていた こ

と，前世で の生活 を知 っていた こと，それ に生 前か ら予言者

と して予任 されて いた ことな どである。 また天地 創造 に関す

る補足的 な説 明 と， アブ ラハ ム自身が交わ した誓約 につ いて

のよ り詳細 な解 明 と知識 な ど も含 まれて いる。

８． ヤ コブ 末 日の啓 示の中で特 に興味を ひ くのは，教義

と聖約 １３２：３７に， ア ブラハ ム，イサ ク， ヤコブが今 では共

に神 々 とな っている こと，そ して それ は， と りもなおさず，

この世 にある ときに彼 らが，神 に信仰を持 って よ く聞 き従 っ

たか らであ ると記 してい る点で ある。

９． ヨセフ モル モン経 は， ヨセフの祝福 と神 が彼 と結 び

た もうた誓 約が成就 した ことを示 して くれ る。 （皿ニー ファ

イ ３ ：４， ４ ：２参照 ）聖書 には彼 の予言 はあま り見 られな

いが，末 日の聖典 にはモーセとアロ ンが イス ラエルの人 々を

率 いてエ ジプ トを脱出 した こと，末 日に ヨセ フ （ジョセフ）

とい う名の聖見者が現 われ る ことな ど， ヨセ フ軌予言 や説 明



一
讐

が 多 く含 まれている。 （１ニ ーファイ ３，霊感訳創世５０：２４

－３８参照）

１０． モーセ 高価 な る真珠 の モーセの書 に記 され た末 日の

啓示 は， シナイ山での出来 事をは じめ， モーセの示現や書 き

物 に関 して詳細 にわた り説 明 して くれ る。 これ によ りモーセ

に対す る理解が深 まった。

１１． ヨシュア 主 が ヨシュアの統率す るイス ラエル軍勢 を

カナンに攻 め入れ させ，多 くの住民 の死 を顧 みずその地 を占

領 させ た もうたのはなぜ か， その理 由は末 日の啓示か ら知 る

ζとがで きる。 （１ニーフ ァイ１７：３１－３５参照） モル モン経

に流れ る これ らの思想 は，一つの重 要な福音の原則 に立脚 し

てい る。 すなわち人 が神 に選ばれ るの は偶然 によるので はな

く，義 しいが故 に選 ばれ る とい うことであ る。言 い換 えれば，

国家や民 が悪事を行 な うようになれ ば，主が これ を拒 みた も

うとい うことであ る。 この ことを念頭 におけば， 旧約聖書 に

出て来 る難解な， しば しば誤解を招 く出来事 もは っきり理解

で きるので ある。

１２．予言者 エ ライ ジャ （エ リヤ）予言者 ジ ョセフ ・ス ミス

に賜わ った啓示か ら，予言者 エライジ ャが神権 の結 び固めの

鍵 を持 って いたという ことが わかる。 （教義 と聖 約１１０） こ

れ は天か ら火を下 じ，天を封 じる能力 が彼 にあ った ことを確

信 させて くれ る。 そのため ３年半 の間， イス ラエルには雨 が

降 らなか った。 （列王上 １７－ １８参照） １８３６年 オハイオ州 の カ

ー トラン ド神殿 にエ ライジ ャが訪 れた ことに より，マ ラキ ４

：４－ ６の予言 をよ り完全 に理解 で きるようにな った。 （教

義 と聖約 ２， １１０参照 ）

．１３． イザ ヤ 末 日聖徒 に与 え られた啓示の中で も，特 にモ

ル モ ン経 はイザ ヤの予言 について種々の解釈や説明を提供 し

ている。 これはイザ ヤを理解 す る手がか りを与え る もので あ

る。 モルモ ン経 はイザ ヤの聖句を繰返 し引用 した後， その真

意 を注釈 する ことを忘れない。特 に これ らの ことはモ７フ ァ

イ，ヤ コブ，ア ビ ナダイ， そ して イエスの教 えの中に見 られ

る。

末 日の啓示の中 には， その ほか に も旧約聖書 を理解 する助

け とな る多 くの解 明や暗示が見 られ る。各聖典 は相互 に真理

を証す るもので あり，末 日の記録 は聖書 か ら失 われた数 多 く

の平明で しか も貴重 な部分 を私 たちに示 して くれ る。 すべて

の聖典 は，究極的 には 「一 つ と合 わ され」，真理 を確 立 して

論争を鎮 めるために 「共 に成長 する」 であ ろう。 この ように

して多 くの人 は 「その照 い主 の教 えの最 も重要 な点を知 るよ

うになって，瞭 い主 の ところへ立 ち帰 って救 いの道を覚え る

ので ある。」（１ニーフ ァイ１３：４０， 皿ニーファイ ３ ：１２，２９

；．８，１２－ １４， １ニー ファイ１５：１４も参照の こと）

ジ ョセ ブ ・ス ミス と 旧 約 の 人 物

福音 の回復 の物語 ほ ど，私 たちを鼓舞 して くれ るものはな

い。数 多 くの人物 が幕 のかなたか らジ ョセ ブ ・ス ミスの もと

を訪 れ， これが回復 の幕 開け とな った。彼 らの地上 での生涯

については旧約聖書 に記 されてい る通 りであ る。 ジ ョン ・テ

イ ラー大管長の言葉 を借 りよう。 「それ はアブラハ ム，イサ

ク，ヤ コブ，ノア，アダム， セツ， エ ノク， イエス，天父，そ

して アジアおよびアメ リカ大陸 に住 んで いた使徒で ある。 ジ

ョセブは，私 たちが お互 い同士 を知 って いるよ うに これ らの

人物 を知 って いたと思 われ る。」 （ノ０解 照 １０プ」明ＳＯＯ躍 Ｓ６Ｓ

「説教集」第２１巻 〔英文〕 Ｐ．９４） 教義 と聖約 にはモーセ，

エ ライヤス， エ ライジ ャ （エ リヤ）， それに 「ミカエルす な

わちアダムよ り現在 に至 るまでの天 使 ら」 の訪 れについての

記述 があ る。 （教義 と聖 約１２８：２１）
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福千年の間，サタンは縛 られ

ていますが，その間地上に不義 な

思いや行ないがあ り得るので

しょうか。

ロ イ ・Ｗ ・ドク シ ー

昔 ，神の人々は，礒 の満ちあふれ

る社会に住みたいと望んだ。それに対

して主は，そのような社会がいつか現

われるだろう， しか し，悪事 と憎むべ
おこない

き行為のため，あなたがたの時代には

見いだせない， と言われた。 （教義 と

聖約４５：１１－１４）末 日聖徒 も，聖典に

あるように，キ リス トの再降臨 と共に

：地上は楽園の状態を回復 し，正義と平

和の統治が行なわれるようになり，地

３０８

上 に繁 栄が見 られ るようになるだ ろう

（信仰箇条第十条）， とい う 約束の成

就 を待 ち望んでい る。

キ リス トの再降臨 のときに， ユダヤ

人 の国を攻撃す る多 くの軍 隊 が 滅 亡

し，福音 の光 を拒 んだ腐敗 した諸 国民

が滅亡す るだろ う。 （皿テサ ロニケ １

：７－９，教義 と聖 約２９：９，６３：３４，５４，

１０１：２３，２４） ある人 々は，イエスが

「世の終 り」 （マタイ２４：３）を予言

された とき，地球の滅亡の ことを言 わ

れたのだ と考えて いる。 しか し， この

考 えは，予言者 ジ ョセフ ・ス ミスが霊

感 によ って， この句は， 「悪 しき者 の

滅亡」 （ジ ョセブ ・ス ミス １：４，３１）

の ことであ ると解釈 した ことによって

退 けられた。

しか し， ジ ョセフ ・ス ミスは，福千

年 の 「千年間 に も地上 に悪 しき者 は存

在 するだろ う」 と述 べてい る。

（Ｔ６α０乃勿ｇＳＯグ疏θＰ７０助 ε’１０Ｓ砂１診

Ｓ〃¢∫漉 「予言者 ジ ョセフ ・ス ミスの教

え」 Ｐ，２６８，６９ 〔英文〕） ただ，主 は

悪 しき者 とは，主の もとに来て完全 な

福音を受 け入 れ な い 者 の ことで もあ

る， と啓示 され た。 （教義 と聖約２９：

１７，７６：５０－５３，８４：４９－５３）

従 って，道徳的 な意味 で悪 い人 々は

主 の来臨の ときに滅 ぼ されるが，完 全

な福音 を受け入 れなか った立派な人々

は，福千年の間 も住む ことができる。

主は突然来 られるが，福千年につい

て予言 された状態は，突然現われるも

のではない，とジョセフ ・フィールデ

ィング ・ス ミス大管長は書いている。

何世紀にもわたる伝統は，福千年に入

っても，人々に影響を及ぼすだろう。

また人々は，自由意志を持っているの
も

で，サ タンが縛 られていて も， 自由 に

ふ るま うことがで きるだろう。 ス ミス

大管長 は，次 のよ うな救 い主 の来臨 に

関す る言葉で， こ の 記 事 を閉 じてい

る。

「腐敗 と不道徳 は除去 され，そ うい

った慣 習におぼれていた人々 は地の面

か ら一掃 され るだ ろう。 その様子 は，

ち ょうど主の十字架 のときにニーファ

イ人が大勢滅 びたときのよ うな様 であ

ろう。従 って異邦人 も含 めて，人類 の

中で も正 しい，善良 な人 々だけが生 き

残 る ことがで きるだ ろう。」 （「福千年

について」 イ ンプル ーブメン ト・エ ラ

誌 ２３巻 〔１９２０年〕 Ｐ．１１３〔英文〕）

ロイ・Ｗ ・ドクシーは，ブリガムヤ

ング大学で 「教会歴史と教会の教義」

を教える教授であり，宗教教育学部の

学部長である。

愚

（３２９ペー ジに 続 く）

ｂ夢 一 一一 一一
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しま した。 この少年 は,妹 に血をあげ

る と妹 のかわ りに 自分 が死ぬ と思 って

い たのです。で もおにい さんは,死 ぬ

のが少 しもこわ くあ りませ んで した。

だ って,大 好 きな妹を助 ける ことがで

きるのが,と て もうれ しか ったか らで

す。

1.ぎ れいな新 しい血を病人の体 の中に入れ て

力をつけ ること。

一舜 夢・ ド
易 『

した。 そ こで お医者 さんはおにい さん

に,血 をわ けて あげ ては くれ ないだろ

うか,と たのみ ま した。 そうすれ ば女

の子は助か るのです。お にい さん は,

に こに こしなが ら言 いま した。 「もち

ろん,い いですよ/お 願 い します,

先 生 。」

輸血が おわ りま した。 する とおにい

さんは,静 か にお医者 さんに こうたず

ね ま した。 「ね え,先 生,ぼ くはいつ

死ぬの?」

それを聞 いて,お 医者 さんははっと

●

■ 人がその友のため に自分 の

命をすてるこ と,こ れよ りも

大きな愛はない。

(ヨ ハ ネ15:13)

小さな女の子が,と ても重い病気に
ゆ けつ

かか りま した。 お医者 さんは,輸 血1を

しない とその子 は死 んで しま うと言 う

のです。

ち ょうどよい ことに,そ の女 の子 の

けつえきがた

おにいさんは,同 じ血液型 を していま

310

■ わたしがあなたがたを愛 し
たがい

たよ うに,あ なたが たも互 に

愛 し合いな さい。

(ヨハ ネ15:12)

イエス さま は,ほ ん とうに愛 めおか

たで した。天 のお父 さまを 愛 し な さ

い。 お互 いに愛 し合いな さい,と 人々

にお教 えにな りま した。 そ してイエス

さまは,ご 自分 もいつ もその とお りに

な さい ま した。 こ うして よいお手本 を

示 されたのです。

十字架 にか けられ る前 の 日の ことで

す。 エルサ レムのある家の二階 に,イ

エス さまは,弟 子 たちをお集め にな り

ま した。 そ して,そ こでみんな と食事

をなさいま した。 これはみんなです る

最後 の食事 にな りま した。私 たちは,
ばんさん

この 食事の ことを最後 の晩餐 とよんで

います。 ・

「

o
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開拓者の切抜き絵

それぞれに色をぬって切りぬき,

開拓者の物語をするときに使うと

よいでしょう。

(「隊をはなれて」P.114を 参照)
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は な れ て

お は な し ル ー シ ー ・パ ー

え チ ャー ル ズ ・キ ル タ ー

テ ィムは,牛 が ひ くほろつ きの荷 車 とな らんでて くて く歩

いていた。隊 が出発 して,ま だ2時 間 ほど しかた って いなか

ったが,テ ィムの足 には もうま めがで きて いた。

ほかの人 たち もつかれてい るにちがい なか っ た。 そ こ に

は,す べてが しんせんでみんなが熱心だ った旅だ ちの ころの

「みたま」 とわ らい声 はなか った。隊 は,た だ西へ西へ と旅

し続 けた。

そんなある 日,テ ィムの荷車 は,が たん と音 をたてて止 ま

って しま った。 テ ィムはびっ くりした。 テ ィムのお じい ちゃ

んは,あ わてて,「 お っ」 と声をあげた。見 ると,荷 車 は車

輪が こわれて右 にかたむいていた。

お じい ちゃんはまわ りに集 まって きた人た ちを見や りなが

u 1 k ll' 　
「

5

X
、

獲墨臨 欝 鷺欝裟ζ隔

羅
たんだ 。」 お じいち ゃん は こうせつめい した。 そ して

みんな に言 った。 「み なの しゅう,さ きに行 って くれない
〆

Nか ね 。」

「さきに行 けって?あ んた とテ ィムは どうす るんだね
。」

縁 蛎 ひとりが こうたずねた。
お じいちゃんは しわがれ声 で言 った。 「だれか,テ ィム

をつれて いって くれ る とたすか るんだが 。」

繍 ガ テ,。 はおじいち。んの。とばにび。くりして潤 をま

..喩1へ る くして思 わず ・うさけんだ.・1ま く、 お じい ち・ん とい

っ しょじゃなきゃいやだよ。・どうしてそん な こ と を 言 う

の,お じいちゃん。 お父 さん とお母 さんが死ん だ と き か

ら,ぼ くたちず っ とい っしょだ った じゃないか。 お じいち

ゃんがの こるな ら,ぼ くもの こる。一 今 まで もそ うだっ

たで しょ。」

お じいち ゃんは,集 ま って きた人 々を見 まわ して,ほ こら

しげにほほえんだ。 「テ ィムは もうす ぐ13に な りますわい。

この子 がいれば百人力だ。わ しら,い くらもたたない うちに

おいつ きます よ。」

隊 の中に は反対 した人 たち もいたが,お じいち ゃんは,が

ん と して心を動か さなか った。 お じいち ゃんは,何 か考 えが

ある らしく,み んなを見 まわ して言 った。 「わ しらの牛 はみ

なさん の牛 よ りもじょうぶだ。 なあにす ぐおいつ きます よ。」

テ ィムとお じいち ゃんは,隊 の荷車 がギイギイ と車を き し

ませ て坂 をのぼ ってい くのを見お くった。 テ ィムは何か心が

うつろにな ってい くよ うな気 が した。 テ ィムはお じいちゃん

にかる くかたをたたかれ るまで,そ こを動 かなかった。 お じ

いち ゃんは言 った。 「お いで,テ ィム。 し ゅ う り にかかろ

う。」

テ ィムは さび しさを こらえ なが ら言 った。 「お じい ちゃん,

ぼ くた ちほん とうにだ い じょうぶ?ほ ん とうにす ぐ隊 にお

いつ けると思 う?」

お じいちゃんは,ま じめな目を して言 った。 「いつまで見

お くっていて もしかたが ない。 さあ,車 なお しにかか ろう。

きっ とうま くい くさ。」 そ う言 ってお じい ちゃん は荷車の方
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隊か らはなれて

こして旅だ ってか ら,も うか な りの時が たっていた。

あたりが暗 くなりは じめると,お じいちゃんは牛 をか り立

てて,道 をいそいだ。夜が きて も,ほ んの しば ら く牛を休 ま

せ ただけで,ほ とん ど夜 っぴ て旅 をつ づけた。 お じいちゃん

が言 ったとおり,丘 のむ こうか ら月 がのぼ り,道 をて らして

くれたので,旅 はよういだ った。

ふ たりは道が見え るか ぎ り歩 きつづけた。 そ して荷車 の中

で ねて いたランニング ・エル ク も,ふ た りとい っしょに歩 き

は じめた。

しば らく歩 いた後,お じいちゃんは荷車 を とめて,や さし

くこう言 った。 「このへ んで キ ャンプ しよ う。 みんな,つ が

れ ている。」

テ ィムは,ほ んのわず かの時間,眠 った。 そ して,お じい

ちゃんにゆ り動 かされて 目をさま した。

「テ ィム
,お き な さ い。旅 を続 けよ う。 もう夜 が明け る

よ。」

テ ィムは早 く隊 においつきたか った。 しか し,ラ ンニ ング

・エル クが教 えて くれ た近道 を通 る ことには さんせいで きな

かった。

「ランニング ・エル クは
,こ の道 を何 マイル も近道 だ と言

って いる。 この道を行 けば,夕 ぐれには隊 に追 いつけるか も

しれ ない」 とお じいちゃんはせつ めい した。

1時 間 ほどす ると,お じいちゃんはまた小休止 をするよ う

にと言 った。 しか しテ ィムはあた りを見 はる ことをお こた ら

なか った。

「お じい ちゃん ./」 かれ はおどろいてさけんだ。 あた りに

は,大 ぜいのイ ンデ ィアンが岩や木のかげ にか くれ ているの

が見えた。荷車 はイ ンデ ィアンにか こまれ ていたのだ。

テ ィムはおそろ しさでちぢみあが った。お じいちゃんは,

とい うとテ ィムの前 に立 ちはだか って,じ っとインデ ィアン

を見すえていた。 と,そ の とき,ラ ンニング ・エル クが荷車

の前 に走 ってい って,聞 いた ことのない ことばで,大 声で さ

けんだ。 テ』イムはび っ くりした。

イ ンデ ィア ンたちは輪 にな ったまま,し ば ら くだま って立

っていたが,そ の中のせ の高 い・インデ ィア ンが,ラ ンニ ング

・エル クの ことばを聞いて前 に出て きた。

しば らくして,ラ ンニ ング ・エルクは荷車 の方へ もどって

きてせ つめい した。 「コ レ,ス ・イフ ト・イーグル。 ワタ シノ

オ カアサ ン ノオニ・イサ ン。イ ンデ ィア ンタチ,ズ ッ トワタシ

タチ ノア トツイ テキ タ。 インデ ィアンタチ,ド ウシテ,ワ タ

シタチ,コ ノチ カ ミチシ ッタ カフシギダ ッタ。 バ クジン,ポ

トン ドコノ ミチ シラナイ 。」

やがてイ ンデ ィアンた ちが テ ィムとお じいち ゃんのまわ り

に集 ま って きて,こ とばや えが おで感謝 を しめ した。 「ワタ

シ,ケ ガ シテ,オ ナカス イテタコ トイ ッタ。 アナ タタチ,タ

スケテ クレタ,イ ヅタ。 インデ ィアンタチ,ア ナタ トイ ッシ

ョニタ ビシタイ。 ソウス レバ,.キ ケンナイ。」 こうランニ ン

グ ・エル クはお じい ちゃんにせつ めい した。

こうして,み んない っ しょに旅 しは じめた。 イ ンデ ィア ン

た ちは,と ぼ とぼ歩 く牛が お もしろい らし く,さ かんに じょ

うだんを とば した。 インデ ィア ンたちは,ほ ろつ き荷車 の こ

とを,「 動 くテン ト」だ と言 った。 そ して,め ず らしげに中

をのぞ いた り,車 輪 のまわるのを見 た りした。

荷 車がかい道 に出たのは,夕 が ただ った。 そ して もう くら

くな りかか るころ,は るかか なたに,た くさんのほ ろつ き荷

車が輪 になって キャ ンプ して いる,な つか しい こうけいが 目

に うつ った。

テ ィムは,キ ャンプの人 たちが インデ ィア ンが近 づいて く

るのを見た ら,お どろいて大 こん らん にな るだ ろ うと思 うと,

お か し くてわ らいをお さえ られ なか った。 キ ャンプの近 くに

来 ると,イ ンデ ィプンた ちは足を とめた。

「ワタシ タチ
,コ コデサ ヨナラスル」 と ランニ ング ・エル

クは言 った。

「ほん とうにあ りが とう,た すか りま したよ。」 お じいち

ゃんは,あ たたかいえがおで こうこたえた。

す る とランニ ング ・エル クはに っこりと して言 った。 「ラ

ンニング ・エル ク,カ ンシャシテル。」 そ して ま じめな顔 に

なると こうつ け加 えた。 「ア ノヒ トタチニ,イ ウ,・ イィ。 ワ

タシタチ ノ トチ,ト オル,ヨ ロシイ。 ワタシタチ,ソ レ,ユ

ル ス。」

テ ィムとお じいちゃんは,キ ャ ンプに入 る前 に,ラ ンニ ン

グ ・エル クにさよな らを言 った。 ランニ ング ・エル クはいつ

かまた会 いた いと言 った。 もう会え ないか もしれ ない。 ラン

ニング ・エル クとのつ きあいはみ じかか った。 しか し,テ ィ

ムは この友情 がいつまで もつづ くことを知 っていな。
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である。 オーバーがわ きに置 かれ，非常 に寒 いので，私 は牛

に声 をかけて止 ま らせ ， どうした ことか と驚 き， まわ りを見

まわ した。 それ か ら，先程 積載場 で丸木の下敷 になった こと

を思 い出 した。 だが どれだけそ こにいたのか は見 当 もつか な

か った。 ただ， いつ もよ り ２時間遅 く家 に着いたので， ２時 愛

間 ほどだ と推測 される。荷 を見 ると，下 に ３本，上 に ２本，

計 ５本 の丸木が きちん と縛 られてそ りに積 まれ，斧 は上 の丸

木 に刺 さり， むちは積荷 の上 の私 のわ きに置かれ， ざぶ とん

代 りに使 って いた山羊 の毛皮 も荷 の上 に敷かれて，私 はその

上 にす わって いた。荷 をよけてオ ーバ ーを取 ろ うとす ると，

胸 と両足がず きず き痛 み，少 し身 動 きす るの さえ非常 に困難

で， とて も取れ た ものではなか った。

それです わったままオーバーを取 り， や っとの思 いで両足

を くるみ，再 び谷 を下 った。牛 はお とな しくゆっ くり歩 き，

道 は平 らな下 り坂 ばか りで，楽 々家 にた ど り着 いた。家 に着

くと， いつ もよ りず っと遅 いので妻が私の身 を案 じ，心配顔

で帰 りを待 っていた。妻 は……私 に手を貸 して家 に入れ，暖

炉 のそばにす わ らせ て楽 に させ，牛の世話を しに行 った。 そ

れか ら歩 きまわれ るよ うにな るまで，私 は何 日 も家 に閉 じこ

もる状態 だ った。

だれが私 を丸木 の下 か ら救 い’出 し，そ りに木を積み，牛を

つ なぎ，私 を乗せ たのか，私 は知 らない。 今 もあのとき も，

だれかを見た とい う記憶 はない。 あの 日，峡 谷 には私以外 に

だれ もい なか ったの は確かで ある。 だか ら，私 は主 が…… あ

の よ うに危険 な状態 か ら私 を救 い出 して命 を助 けて下 さった

と信 じるので ある。

「お父さん，私の死を

どうして嘆いているのです」

騨鍬

受隔 触 ．・・’

． １響ギ ３

メ リル長老は多趣味な人だった。手がけた農業，商業，製

粉，畜産，酪農その他の事業は綿密な管理 と周到な経営が要

求 され，特に畜産や酪農は長男に大方まかせてあった。父に

ちなんで同じ名を持つその長男は最 も頼 りにされていたが，

人生の盛りに亡 くなって しまった。その死に，メリル長老は

深い悲しみと大打撃を受けた。実の所，長男の死に心ならず

も嘆き悲しんだ様子であった。

使徒メ リル長老はローガン神殿を管理 した。馬車でローガ

ンと家族の住む リッチモン ドをよく行き来 したものである。

長男の死から間もないある臥 メリル長老は馬車で家に向

かいながら亡 くなった息子の思い出にふけり，まわりのこと
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はすっか り忘れていた。 と突然，馬が道の真ん中で立ち往生

したので我に返ると，驚いたことに息子がす ぐわきに立って

いる。そして こう言 った。 「お父 さん，私の死をどうして嘆

いているのです。私の家族のことを心配 しすぎます。 （彼に

は幼ない子供が大勢いた。） 私には仕事がた くさんあるので

す。お父 さんが悲 しんでいると気 になります。私 は家族に良

い働 きを してや る立場 にあ ります。安心 して下 さい。 ここに

は私 の仕事がた くさん あって，召 され な くて はな らなか った

のです。主が万事 を良 くして下 さる ことは， お父 さん，御存

知で しょう。」

この経験 を して か ら， メ リル長老 は息子 の死 が神 のみ ここ

ろで あ った ことを知 って，慰 めを得 た。

難灘 フ ラ ン ク リ ン ・デ ュ ー イ ・リ チ ャー ズ 長 老

略 歴

リチ ャー ズ長 老 は１８２１年 ４月 ２ 日， 合 衆 国 マ サ チ ゴ ーセ ッ

ツ州 リ ッチ モ ン ドで ， フ ィネ ハ ム ・ リチ ャー ズ， ウ ェ ル シー

・デ ュー イの 間 に ， ９・人 の子 供 の 第 ４子 と して 誕 生 。

い と この ブ リガ ム ・ヤ ン グ と ジ ョセ ブ ・ヤ ングか ら福 音 を

教 え られ ，１８３８年 ，１７歳 で パ フ．テ スマ を 受 け る。 ユ８４０年 ，七

十 人 に聖 任 さ れ ，第 １回 目の 伝 道 に召 され る。 １８４８年 ，聖 徒

た ち を率 いて ソル トレー ク盆地 へ 。 ２８歳 の 年 に十 二 使 徒 定 員

会 の 席 に つ き ， １８４９年 ２月 １２日， ヒー バ ー一・Ｃ ・キ ンボ ー ル

に よ り使 徒 に聖 任 され る。 １８５Ｇ年 ，英 国で 伝 道 。 １８５４年 ， ヨ

ー ロ ッパ伝 道 部 伝 道 部 長 に召 され る。 １８６６年 ，英 国伝 道 部 を

管理 す る。

１４年 間 ウ ェー バ ー 郡 検 認 裁 判 所 裁 判 官 を 勤 め る。 １８８９年 ，

教 会 歴 史記 録 者 とな る。

１８９９年 ９月 １３日， 十 二 使 徒 会長 とな る 。

１８９９年 １２月 ９日， ユ タ州 オ グ デ ンの 自宅 で 死 去 ， ７８歳 。

「メーザー兄弟 と彼は完全に

：お互いを理解 しあえた」

１８５５年１０月 ４日の暁， ３名 の長老 （フ ランク リン ・Ｄ ・リ

チ ャーズ， ウ・イリアム ・バ ッジ，、ウィ リアム ・Ｈ ・キン ボー

ル） とメーザ ー博士 とエ ドワー ド・シ ョーンフェル ツとその

他数名 は， ドイツの名高 いエルベ河畔 に足 を向 けていた。 そ

の川で， メーザ ー博士 は使徒 の リチ ャーズ長 老か らバ プテス

マを受 けた。 この神権 時代 におけ る東 ドイ ツザ クセン初 のバ

プテスマで あ った。 バプテスマの後 ，一行 は メーザ ー博 士 の

家 に向か った。長老 の中で ドイツ語 を話 せ るのは ウィ リアム

・バ ッジだけで， リチ ャーズ長 老 とメーザ ー博 士のや り取 り

を彼 が通訳 した。 しか しさほ ど会話 が進 まない うち に，・リチ

ャー一ズ長老 はバ ッジ長 老 に もう通訳 はい らないと言い， メー

ザー兄弟 と彼 は 「完全 にお互いを理解」 しあえた。 シ ョーン

フェル ツ兄弟は，その 日は闇夜で，互 いに国語 を知 らないふ

た りがい とも容易 に話 し合 ってい るの に初 めて気がついた と

き，神聖な示 しだ と知 り，言い ようの ない気持 にと らえ られ

た と述べてい る。後年 メーザ ー博士 は，水 か ら上が ったとき

に 自分 の信仰が天 よ りの示 しによ って確認 されるよ うに祈 っ

たが， この出来事 によ り確 かに祈 りが答 え られた と証 した。

「彼は嵐を叱責 した」

聖徒 と長老たちの一行を伴い英国伝道部か ら帰国の途中，’

大西洋は非常に荒れ，さかま く波が天高 く砕けて，船員たち

は船がこっぱみじんになりはしないかと恐れた。屈強な男た

ちの勇気が くじけたとき， リチャーズ長老は自分が聖なる神

権を持っていることを思い出し，ちょうど救い主や当時の使

徒たちが したと同 じように，その権能をもって怒 り狂 う自然

を叱責 し，静まれと命 じた。彼は船内のだれにも見 られない

場所に引きこもり，両手を高 く天に差 し伸べて，烈風 と怒濤

を叱責 し，主イエス ・キリス トのみ名により，猛威 よ，おさ

まれ，静まれと命 じた。すると暴風は突如としてなぎ，船客

は全員無事で，船 も無傷で帰ることができた。
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目を覚 ま して いな さい

大 管 長 ハ ロ ル ド ・Ｂ ・ リー

１９７３年 ８月２４－２６日，ミュンヘン地域総大会における説教

愛する神権者の皆様， このすばらし

い，心に深い感銘を与えて くれる会に

集われた皆様に御あいさつを申し上げ

る。 こう申 し上げるのは， この会が，

まさにヨーロッパ諸国における当教会

の力を示す ものだか らである。事実神

権は全教会のかなめであり，福音の原

則はこの神権に基礎を置いているので

ある。

闇 の 力

今宵私 は，予言 者 イザ ヤが受 けた ひ

とつの示現を引用 して話を進 めてい こ

うと思 う。その示現は こうであ る。

「主 はわた しに こう言 われた， 『行 っ

て，見張び とをお き，その見 るところ

を告げ させ よ。……彼 が見 るな らば，

耳を傾 けてつまび らかに聞かせ よ。』

その時，見張 びとは呼 ばわ って言 った，

『主 よ，わた しがひね もすや ぐらに立

ち，夜 もすが らわが見張所 に立 ってい

ると 』。 イス ラエルの神，万軍

の主か らわた しが聞いた ところの もの

をあなたがたに告げ る。 ……わた しに

呼ばわ る者 がある， 『夜 回 りよ，今 は

夜のなん どきですか，夜 回 りよ，今 は

夜のなん どきですか』。夜回 りは言 う，

『朝が きます，夜 もまたきます。 もし

あなたが聞 こうと思 うな らば聞きな さ

３２０

い，また来 なさい』」。（イザ ヤ２１：６－

８， １０－ １２） この示現 は私 た ちに，城

の中庭 にい る主 が敵 に備えて見張 りを

塔 に立 たせ ，見 た ものを報 告 させてい

る姿 を思 い起 こさせ る。 そ こに立 って

いれば，砂煙 で敵 の襲 来が わ か る の

だ。示現 の中で，刻 々 と報 告を繰 り返

す見張 りに主 は こう尋 ねてい る。 「夜

回 りよ，今 は夜 のなん どきですか，夜

回 りよ今 は夜 のなん どきですか。」 見

張 りは こう答 え る。 「朝 が きます，夜

もまたきます。 もしあなたが聞 こうと

思 うな らば聞きな さい。」

この示現 は， エペソ人へ書 き送 った

使徒 パウロの言葉 を彷彿 させ る。 「わ

た したちの戦 いは，血 肉に対 する もの

で はな く， もろ もろの支配 と，権威 と，

やみ の世 の主権者， また天上 にいる悪

の霊 に対す る戦 いで ある。 そ れ だ か

ら，悪 しき日にあたって，よ く抵 抗 し，

完全 に勝 ち抜 いて，堅 く立 ち うるため

に，神の武具を身 につけな さい。」（エ

ペ ソ ６ ：１２，１３）

神 の 武 具

偉大な伝道者であり勇敢な信仰の擁ｉ

護者であった使徒パウロは，昼の光の
も

中では姿を隠し，夜の暗闇になると襲

って来 る敵の襲撃 に最 も弱い，武装 し

た兵士の急所を指摘 している。 ４ヵ所

あげられている。腰には 「真理の帯」

をしめる。 （腰は仮肋 〔胸骨に付着し

ていない下方五対の肋骨一訳者注〕と

轡部 との間の部分であることは言 うま

でもないが，聖書の語法では，腰は人

類の生命をもた らす 生殖器官を表わ

す。）次は 「正義の胸当」。 これは心臓

をおおうものだが， 「胸」は聖書では

霊や良心の宿 る，人の行ないを決定づ

ける器官であるとされている。次の主

のみ言葉を思い出されるであろう。「お

およそ，心からあふれることを，口が

語るものである。」（マタイ１２：３４）次

に守るのは足である。 「平和の福音の

備えを足にはき」。「足」は，人が人生

の旅路でたどる道を表わす。そして最

後 に 「救のかぶ と」をかぶる。すなわ

ち知性を身につけるのであ．る。 （エペ
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然 り,こ の教会において主のみ業を

押 し進め,人 々をあらゆる悪か ら守る

にはそのような指導者が必要なのであ

る。

私たちは業績 において,必 ず しも先

い るかを考 えて みるこ とである。

今教会 に熱心 に集 って いない人 々,

ま た教会員で ない人 々は,こ こヨー ロ

ッパ,海 沿 いρ 国々(イ ザ ヤ11:11).

そ して私 た ちが歩を進 めるあ らゆ る所
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任者と同等であると言えないかもしれ

ない。しかし,あ なたがたも私 も昔の

人々に匹敵 し得 る点がひとつある。彼

らと同じように善良で忠実な者になれ

るということである6

世の中には,私 たちが提供す るもの

を必要 としている人々が多 くいる。私

たちには福音のメッセージがある。そ

してそればこの教会に委託された。主

はこう述べて拳ちれる。 「而 して,こ.

の福音はあらゆる国民,、あらゆる血鵬

あらゆる国語の民。あらゆる世の人々 丁

に宣べ伝え られん。」(教 義 と聖約133

:37参 照)教 会のステーキ部や伝道部

において多 くの人々が改宗 しているこ

とは疑いのないところである。 しか し

常に心しなければならないことは,バ

プテスマの数を伸ばす ことを目指すこ

とよりも,私 たちが教会に導いた人の

うち何人が活発で忠実な会員になって

3乞2

で貴重な存在 となっている。

誤 った教義 を見張 る者'

あなたがた神権者は,誤 った教義の

見張 り人にならなければならない。 ど

の神権時代にあって も,主は,真理 と誤

りとを見分ける指針を与えることが必

要だと考え られた。モルモン経の予言

者が生きていた時代 も同様であった。

,モ・ロナイはこう語 っている。 「すべて

の人々はみな善悪の区別を弁えるため
』
にキ リス トの 『みたま』を授かる。さ

て今私は判断の方法をあなたたちに教

えよう。善を行えとすすめ,ま たキリ

ス トを信ぜよとすすめるものはみなキ

リス トの権能によってその賜として来

るのであるから,そ れが神か ら出たこ

とは何の疑いもなく充分確に知 ること

ができる。 これに反 して悪をせよと説

きすすめ,'ま たキリス トを信ぜずこれ

を否定 し神に事えるなと説 きすすめる

ものは何で もみな悪魔から出たと言 う

ことは,何 の疑いもなく充分確に知 る

ことができる。なぜならば,悪 魔 とそ

の使たちまた自分か ら悪魔に従 う者た

ちは,こ のように働いて誰一人にも決

して善いことをせよとすすめないか ら

である。」(モ ロナイ7:16,17)

この神権時代の始まりもモロナイの

ときと同様であった。教義と聖約第50

章の前文にはこうある。 「現に居る長

老の中広 くこの世にある種々なる霊の

現われを解せざる者ありしにより,こ

の事に就きて特に伺いたる答 としてこ

の啓示を給わる。いわゆる精霊現象の

発現は会員中に珍 らしからず,こ れを

以て示現を見,ま た啓示を受 くるなり

と主張する者ありた・り。」 そしてその

23,24節 に'これに関 しての偉大な啓示

が書かれていることは周知の通 りであ

る。(主 が言わんとしていることを完

全に理解するにはこの章全体を読む必

要があるが。)・「人を徳に導かざるもの

は,神 によらず暗黒なり。神によるも

のは光明なり。その光明を受けて神に

従 うこといよいよ久 しき者は,そ の受

くる光明いよいよ明らかなり。その光

明いよいよ明らかとなりてついには完

き昼となるべ し。」

主は別の啓示で同 じことを語 られ,

私たちにその指示に従 うように言われ

た。これは特に教会にあって管理の権

能を与え られている入に適用される。

「すなわち,ま た聖霊によりて感ずる

ままに語 るべきことは彼 らに対する範

例なり。およそ聖霊に感 じたる時語 る

ところはことごとく聖典の言 となり,

主の意 となり,主の精神となり,主の言

となり,主 の声 となり,世 を藪 いに導
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聖 徒 へ の 勧 告

大 管 長 ハ ロ ル ド ・B・ リー

(1973年8月24-26日 ミュンヘン地域総大会での説教)

愛 す る兄弟姉妹 の皆様,私 は偉 大な

国 ドイツの中心地 ミュ ンヘ ン市 に集 ま

った末 日聖徒 を前 に して立 て ることに

心 よ りの喜 びを覚 えてい る。 この集い

は通例 の総 大会 とは異な ってい る。教

会本部 か らこち らを訪 れた英 語を母 国

語 とす る人々以外 に,ヨ ーロ ッパ の8

力 国以上の国 々より教会員が集 ま って

いるか らであ る。 この会場 には,ド イ

ツ語,イ タ リア語,フ ランス語,ス ペ

イ ン語,オ ランダ語,英 語 と,少 な く

とも6力 国語 をそれぞ れ母 国語 とす る

人 々が集 まっている。 国籍 の違 いはあ

るが,使 徒 パウ ロが ガ ラテ ヤ人 に書 き

送 った言葉 を私 は今感 じてい る。すな

わち,「 あなたが た は み な,キ リス

ト・イエスに ある信仰 によって,神 の

子 なので ある。キ リス トに会 うバ プテ

スマを受 けた あな たが たは,皆 キ リス

トを 着たので ある。 もはや,ユ ダヤ人

も ギ リシ ャ人 もな く,奴 隷 も 自由人 も

な く,男 も女 もない。 あなたが たは皆

キ リス ト・イエスにあ らて一 つだか ら

である。.も しキ リス トの もので あ るな

、ら,,あ な たが たはアブ ラハ ムの子孫 で

あり,約 束 による相続人 なので あ る。」

(ガ ラテヤ3:26-29)

324

羅

懸

.幅「

鐸
鞠

評、嘉磐 隔 ミ

藩 ・溜
襟礪

翠

教会員の一致団結

私 は使徒 パ ウ ロ の 言葉 を一部使 っ

て,現 在 の私 たちにあてはめて申 し上

げてみたい。、私 たちは もはや,イ ギ リ

ス人 で も ドイ ツ:人で もな く,フ ラン ス

人 で もオ ランダ人で も,ス ペ イン人で

もイ タ リア人で もない。私た ちは末 日

聖 徒イエス ・キ リス ト教会のバ プテス

マを受 けた会員で あつて皆一 つなので

あ り,使 徒 パ ウロが述 べた ように,「 ア

ブラハ ムの子孫」 なので ある。従 って

』「約束 による相続人」 なのである
。神

の子で ある私 たちはすべ て,福 音 を宣

べ,か つその燐式を熱 り行なうために

権威 ある者 によ り,バ プテスマを受け

て いる。

今大会は数 力国語を要する大会であ

るが,科 学の驚異的な進歩により,開

催を可能 にしている。また現在のこの

状態か ら,や がて科学が進歩 して,語

る人の言葉が聞 く人のそれぞれの自国

語になって出てくる6ような機械が開発

される日の来 ることが想像できる。こ

のようなことが可能だとすれば,そ れ

はまさにペンテコステの日の出来事に

匹敵す るであろう。今日ここに集 って

いる人 々がこの世にいる間に,そ れが

実現 されたとして も,驚 くにあたらな

いであろう。

この大会を開催するにあたって努力

を惜 しまず,本 部の兄弟たちとよ く協

力 して くださったこの地域の指導者の

方々に感謝申し上げたい。

地域総大会を開催する理由

なぜこのような地域総大会を開 くの

かと思 う方 もおいでであろう。私たち

は教会員が全世界に増えているため,

多 くの遠隔地へ出かけて行 くことを計

画 したのである。わずか一握りの教会

員が,143年 経 った今日,300万 を越

える数に達 し,世 界の78力 国に住み,
も

語 る言 葉 は17力 国語 となってい る。
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この世の生涯 は試 しの時期 とな り,神

に逢 う用意をす る時期 となり,ま たわ

れわれが話 す死者の復活の後 に くる永

遠の生命 を受 ける用意をなすべ き時期

とな った。」(ア ル マ12:24)

少 年予言者 ジ ョセブ ・ス ミス に天使

が訪 れた とき,天 使は,福 音が回復 さ

れ る目的 を説 明 して,そ れ は,「 民 が

福千年(b世 の備 えをす るためで ある」

と述 べた。(研 密07ツoゾ 漉θC肱7碗

ある。 まだ,そ の時 は過 ぎ去 って いな

い。

道を踏みはずしてはならない

私 は伝道 していた とき,伝 道部長か

ら,予 言者 ジ ョセブ ・ス ミスが亡 くな

った とき,多 くの人 々が霊的 に彼 と共

に死んだ と聞いた ことが ある。私 はこ

の言葉 に強 く心 を打 たれた。

自ら様 々な名を名乗 り,権 威 を継承

纏
羅

「教会歴 史」〔英文〕4;537)

今 日,地 上 におけ る神の王 国の業は,

予 言者 ジ ョセブ ・ス ミスの名を と こし

えにたたえ る記念碑 の ごと く立 って い

る。予言者 の栄え ある使命 は,彼 が そ

れを全地 に宣言 し,伝 えてきたままに,

何百万 とい う人々の心 を捕 えてい る。

私た ちは このかけがえのない高価な る

真珠 の相 続人 であ る。 すなわち,神 の

しもベ ジ ョセ ブを通 じて回復 されたイ

エス ・キ リス トの福音 を受け継 いでい

る。 それは私 たちが生 きる上 で,ま た

必要 な ら死 にあた って も助 け とな る。

私 たちは これ によ って,福 千年 の治世

のために 自らを備 え るのであ る。 とれ

を決 して忘れ てはな らない。神 に逢 う

用意 を しな くてはな らぬ時期 は,今 で
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ヂ

翻

していると偽っている宗派がある。あ

る者はこの地方の国々でその活動を展

開 し,あ なたがたを迷わそうとしてい

る。

あなたがたがそれから自らを守る方

法がひとつある。それは次の主の言葉

を絶えず心に留めてお くことである。

「またわれ汝 らに告 ぐおよそ誰か権威

ある者より聖職に按手任命され,ま た

その者の権威を有てることと,教 会の

長たる者たちより正式の按手聖任を受

けたることとが教会員の知 る所にあ ら

ざれば,何 人 といえどもわが福音を宣

べんために出で行 くこと,ま たは教会

を創立することを許 されざるべし。」

(教義と聖約42:1!)

あなたがたをまどわそうとして来る

者 に,こ の点で答 え られ るか ど うか尋

ねて ご らんな さい。

教会の第三代大管長,ジ ョン・テイ ラ

ー大管長は
,教 会員 に対 して声明を 出

したが,そ の中で彼 はブ リガム ・ヤ ン

グについて触れたの ち,注 目すべ き事

柄 を述 べてい る。 「王 国の鍵 は今 も こ

こにあ る。教 会 と共 にある。主が地上

に回復 された聖 な る神権 と使徒職は主

が建 て られた教 会を導 き,治 め,儀 式

を執行 す るため,今 も残 ってい る。」

(碗 ∬α816soプ 漉 θF〃s'P7θs漉 πoツ,

「大管長会 メ ッセ ージ」 ジェームズ ・

R・ ク ラーク編 〔英 文〕2:29)

従 って私 はあなたがた忠実な聖徒 に

申 し上 げ る。主 は羊 飼いな しにあなた

が たを放置 され ることはない。 羊飼い

は ここにい、て主 の業 を導 いてい る。 そ

して主 は,羊 飼 いを通 して導 く事柄に

指示 と導 きの手 を与 えてお られ ること

は明 らかで ある。主 は主 の教会 にあ っ

て責任 あ る地位 につ いている人 々には

っきりと理解で きるよ うな方法 で御 自

身を示 して;お られ る。

証

兄弟姉妹の皆さん,私 は皆様か ら教

会の大管長 という高い地位に支持され

た者 として,心 よりへりくだり,真 心

から申し上げる。私 は末日聖徒イエス

・キ リス ト教会が地上 における神の王

国であることを知っている。神の神権

はここにある。そして,天 使たちが遣

わされて,地 のあらゆる忠実な者 に救

いの儀式が執行 されるべ く,権 能が回

復 され,教 会が回復 されて以来,神 権

は継承 されてきた。神権には救いの鍵

がある。私たちが主に対 して果たすべ

き責任はこれである。すなわち,隣人,
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孤 独

これは宣言 されて以来そ う で あ っ

た。指導者の支払 う代価 は 孤 独 で あ

る。良 心に忠実 に従 うに は孤 独 とい う

代価を払わなければな らない。証を得

る代価 も孤独 で ある。

歴 史上,人 類 の瞭い主 で あり,世 の

救い主 であ るイエスが,罪 を贋 うため

に十字架 にかか ってい る姿ほ ど孤 独 な

姿はない。

1年 前 に私 たちは,り 一大管長 と共

にエルサ レムで,ゲ ッセ マネの園 に立

っていた。 実際に 目撃 す るの と比べれ

ば,は るか に弱 い もので あるとはいえ,

私 たちはそ こでイエスが味わわれ た恐

ろ しい苦 闘,あ ま りにも苛酷 な もので

あったために,ひ とりで魂 の あえ ぎを

覚え,す べての毛 穴か ら血をふ き出 し

たほ どの苦 闘を,感 じとることがで き

た。

私 たちはまた想像 の上 で,信 任 を受

け高 い地位 に召 され なが ら,主 を売 っ

た人 の裏切 りを 目撃 した。不義 の人 々

が,神 の御子 に荒 々 しい手をか けるの

を見た。続 いて,苦 しみ の中か ら 「わ

が神,わ が神,ど う して わた しを お見

捨て にな ったのですか」(マ タイ27:

46)と 呼 びなが ら,十 字 架 にかか ってい

る孤独なイエスの姿が心 に浮かんだ。

信仰上 の圧制 を しいていた暴 君が ヨ

ーロッパ全土 を じゅうりん していた と

き,こ れに抵抗 して立 ち上 が る人が,

こ こか しこに現 われた。宗教改革者 た

ちは,神 の霊感 を受けて,も うひ とり

のみ使 いが現 われ る ときのために,基

礎を築 いた人 々であ ると私 は信 じてい

る。 このも うひ とりのみ使 いは,中 空

を飛 び,「 地 に住む者,す なわち,あ

328

らゆ る国民,部 族,国 語,民 族 に宣べ

伝 え るた めに,永 遠の福 音をたず さえ

て」 きた。(黙 示14:6)マ ル チン ・

ル ターが勇敢 に,し か し孤独 の中 に95

力条を宣言 したのは,ド イ ツの地で あ

った。ル ターとその仲間,お よび後継

者 がその意 志を貫 き通 したの は,歴 史

に残 る享件で あった。光明 に満 ちた時

代を出現 させ るた めに道を切 り開いて

い った彼 らは,群 衆 の嘲 笑のま っただ

中に あって,孤 独 に甘ん じたので あっ

た。

この神権時代 の予言者 も,同 様 に孤

独 な存 在であ った。森か ら出て きた14

歳 の少年 は,憎 まれ,迫 害 された。予

言 者 ジ ョセブがほんの一握 りの忠実 な

信徒 と共 に,孤 独 な道を歩む姿 ほど,

悲 しみを さそ う光景 は ほか にな いだ ろ

う。彼 は,孤 独 のまま命を捧 げ た。真

理 を証 す るために。

私 たちの愛す るハ ロル ド・B・ リー

大管長を含 めてジ ョセブ ・ス ミスの後

を継 いだ人 は皆,尊 い神聖 な職責 を果

た して い くに 当たって相 当の孤独 を味

わって いる。 しか し,味 わ ったのは彼

らだ けで はない。 あなたが た の 中 に

も,バ プテスマの水 に入 って新 しい生

活 に移 るとき,改 宗者 と して古 い交遊

を犠 牲 にし,さ び しい思 いを した人 が

多 くい るだ ろう。

ある改宗者の忠誠

私 は,40年 前 ロン ドンで伝道 してい

た ときに知 った ある友 だちの ことを考

えてい る。 この人 はある夜,雨 をつ い

て私 たちの宿舎を訪ねて きて,ド アを

ノ ックした。

その人 は言 った,「 だれ かに話 さず

にはおれないのです。私 は全 くひとり

ぼ っちにな りま した。」

「どうした のですか
。」

「教会 に入 った とき
,父 親 は,家 を

一
団 ∴避

蜘爵
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十二使徒評議員会会長(現 大管長)

ス ペ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

(1973年8月24-26日 ミュンヘン地域総大会での説教)

愛する兄弟姉妹,友 人の皆様,今 日

私たちは多 くの国々か ら言葉を異にす

る同胞として集まっている。 この中で

最 も小さなグループといえば,そ れは
一番新 しいスペインの伝道部からの兄

弟姉妹であろう。私はスペインから来

られた兄弟姉妹に少 し申し述べたい。

スペイ ンの会 員へ の

メ ッセー ジ

愛す る兄弟姉妹,私 たちは只今 「目

覚 めよ,神 の聖徒 ら」を歌 ったが,こ

れ こそ私 の心か らの願 いである。 すな

わち,こ の地域総大会 によ って私 たち

が奮 い立 ち,私 たちの受 けてい る大 き

な責任 と機会 とに目覚 める こ と で あ

る。

.金曜 日のプ ログ ラムで歌 と踊 りを上

手 に演 じて下 さ っ た 若人 をたたえた

い。また美 しい音楽 を演奏 して下 さっ

た聖歌隊 その他 の方 々に心 よりの感謝

を申 し上 げる。

1955年 に私 は ヨー ロッパの全伝 道部

にあたる10の 伝道部 を乱 れ,自 国に と

どま ってそ こに王 国を建設 す るよう申

し上 げた。 そ うす ることに よって,ほ

とん どすべての祝福 を主 より受け られ

るであろ うとい うことを約束 した。そ

の時以来私 は特 別な関心 を持 って,こ

こヨーロッパにおけ る教 会の発展に 目

を向 けて きた。 わずか10の 伝 道部が現

在で は24に な ってい る。1955年 当時,

ス テーキ部 はなか った。だが現在21の

ス テーキ部 があ る。私 た ちはふたつの

神殿を献堂 し,こ の地 か ら地区代表,ス

テーキ部長,伝 道 部 長 が召 されて い

る。私 たちは これ までの成長を 目の あ

た りに し,今 ここで地域総大会 を開催

で きる ことを心か ら喜 んでい る。

さ らに,今 日,私 たちは私 た ちの愛

と尊敬 と支持 を傾 けてい る主 の選ばれ

た予言者 ハ ロル ド ・B・ リー大管長 と

接す るす ば らしい祝福 を得 てい る。

光を求めよ

いに しえの聖典 は記 してい る。 「ま

ことに主 な る神はその しもべで ある預

言者 にその隠 れた事 を示 さないでは,

何 事 を もな されない。」(ア モス3:7)

予 言者 アモスに示 されたこの公理 は,

い に しえ より変 わ ることがない。 「神

は窪EIも 今 日も,い つまで も同 じにま

します。」(モ ル モン9:9)も し予言

者 と民 が手 を差 し伸 べなければ,主 は

何 もな したまわない。天 父は彼 らに自

由意 志を与 えてお られ るので,子 らに

説 き,教 えを与えた もうので ある。 け

れ ども,ま ず子 らが天 父 に手を差 し伸

べ,祈 り,真 心を もって近 づ くまで天

父は何 もな さず,待 ってお られ る。従

って,子 らがいつ まで も耳 を傾 けず真

昼 の太陽を求 めな いな らば,深 夜の闇

の中で さ迷 う しか ないので ある。

世の人々は時のは じめより,光 と陰

の中を交互に歩んできた。 しか し,光

の期間は短 く,そ のほとんどがおぼろ

と闇であった。

主は人々が闇を打 ち破 りたいという

希望に目覚め,第 一歩を踏み出すのを

待っておられる。人に決断の 自由を任

せておられ る主は,人 が光に到達する

まで模索 させた もうに違 いない。 しか

し,人 が飢えを覚え,腕 を伸ば し,ひ

ざをかがめ,声 をあ.げ始めたらそのと

き主は垣を払い,幕 をあげて,不 安定

に揺れ動 く所より,天 の光に照 らされ

た確かな所へと人を立たせた もうので

ある。主はこのように人がすべてを尽

くしてはじめて,こ れを行なわれる。

いにしえの神権時代

そのよ うな ときに,高 貴な先祖 アブ

ラハ ムは偶像崇 拝の縄 目を断 ち,天 よ

りの光 の道 を開 き,子 々孫 々のために

地 に光 を与 えたので ある。

また,4世 紀 にわた ってイ スラエル

の子 らがエ ジプ トで奴隷 と し て 扱 わ

れ,さ らに背 教を重 ね,そ の結果,霊.

的 な太 陽が沈 み,霊 的 な闇が地 をおお

い,全 くの闇が民を支配 したの もその

ような ときで ある。

神の真 の息子 で あった モーセは,荒

野 にひ とり,物 言わぬ生 き物 と暮 らし

ていた。そ して,羊 のための草 と水 を

求 めて歩 き回 って いたときに,燃 える

しばに光を見いだ した。稲光 と雷鳴 の

中で,モ ーセは けわ しいシナイ山に登

った。 そ して静寂が破 られ,天 が開 か

れたので ある。神 は再 びその隠れ た こ
ゆ

とを しもべである予言者に啓示 したも
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うたので ある。'・

しか し,長 い間使われて いなかった

門 はたわみ,ち ょうつが いはさび,門

は雑草でおおわれていた。人 々が主 を

否み,主 を汚 し,主 との交 わりを断 っ

て いる問 に,霊 的 な荒廃が広が り,天

の幕 は閉 じられて しま った ので ある。

これ らの時代 に神 と交わ ることは非常

に まれな ことであ った。何世紀 に もわ

た り荒野の中で孤立 した予言者 たちが

声 を あげたが,人 々は耳を傾 けなか っ

た。 しか し,あ る日,新 しい星が輝 き

出で,全 函光が世 にさ し込 んだ ので あ

る。天の光に,星 も月 も太陽 も頭を垂

れ,闇 の四隅 も照 らし出され た。神 の

御子イエス ・キ リス トが幕を開 け,天

地 は再び通 じた。 しか し,そ の光が消

え ると,闇 は再び光 に貫かれ る ことな

く,諸 天 は閉 じられて しまった。 こう

して暗黒時代 に突入 したので ある。 こ

の霊的な深い闇は,ニ ーフ ァイ人 の歴

史 に見 られ る物理的な闇 とは異 なって

いた。 「この暗黒の霧 のた めに光が あ

ることがで きず,ろ うそ くもたいまつ

も火をつ けることがで きず,よ くよ く

乾か した薪で も火をつ けることがで き

なか ったか ら光が少 しもなか った。」

(皿 二・一ファ・イ8:21)

霊 的 な暗黒の霧 は貫 き通す こ とが で

きず,こ のた め何世紀 もの間,一 本 の

ろうそ くのかすかな光 もな く,暗 黒 の

時代を経たので ある。

回 復

新 しい日のきざしが見えた。ひとり

の入が神の導きを求め,心 を込めて祈

りを捧げた。隠れた寂 しい場所が明る

みに出され,ひ ざが折 りかがめられ,

心が低 くされ,願 いが口をついて出さ

れた。そ して真昼の太陽よりも輝 く光

が世を照 らした。最早,幕 は再び閉 じ

られることな く,こ の光は消えること

がなかった。比類なき信仰を持った若

者が,鉄 の垣でおおわれた天の夢を覚

まし,交 わ りを 再び確立 したのであ

る。天は地にほほずりし,光 は闇を払

った。そして,神 は 「そのしもべにそ

の隠れたことを示す」ため,再 び人に
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語 られ た。新 しい予言者 ジョセフ ・ス

ミスが立 て られた。 そ して神は ジ ョセ

ブを通 して,決 して滅 び ることがな く

また他 の手 に渡 される こともない,と

'こ しえに永 らえる王 国を建 てた もうた

ので ある。

この王 国が永遠 に存続 し,啓 示 に よ

って それが確立 した ことは絶対 不変 の

事実 である。最早,太 陽は沈 む ことが

な く,す べて の人 が創造主 と交 わ る資

格を失 うよ うな事 態は決 して起 こらな

い。神が その姿 を地上 の子 らよ り全 く

隠 されるときは もうないのであ る。啓

示 は今 よ り存続 し,予 言者 は継承 され,

主 の隠れ た ことは,時 にかな って明 ら

か にされ てゆ くであろ う。

現在の予言者を受け入れる

現在,あ る宗派 の多 くは,ア ブ ラハ

ム,モ ーセ,パ ウ ロを信 じてい るが,

今 日の予言者,彼 らと同時代 の人 を予

言者 と して信 じる ことを拒 んで い る。

けれ ど もいに しえの人 々 も同 じ誤 ちを

犯 して いためで昂る。彼 らも過 去の時 臼

代 の予言者 は受 け入 れる ことがで きた

が,同 時代 の人 であ る予言者 はは りつ

けに した りした。

教会 において も多 くの人 は,過 去 の

予言者 の墓 は飾 り立 てるが,現 在の予

言者 には心 の中 で石 を投 げつけてい る

ようで ある。

ウ ィル フォー ド・ウ ッ ドラフ大管 長

は語 って いる。 「ジ ョセフ ・ス ミスは

生涯 のほとんど毎 日,『 主 か くの如 く

言 う』 と言 って,こ の業 の 礎 を 置 い

た。 しか し,あ る人 々は必 ず しも 「主

か くの如 く言 う』 と言 う必要 がない と

考え,聖 霊 の力 によ り人 々を導 いて き

た。 ……いず れに して も主 は私 だちに

啓示を与 えて お られ,必 要 な限 り啓 示

を与 え られ るだろ う。」

ウ ッ ドラフ大管長 は 自身 の受けた啓

示 に及 んで,次 に このよ うに述 べてい

る。 「最近私 は啓示 を受 けたが,そ れ

は私 に とって非常 に大切 な啓示 であ っ

た。 なぜ な ら次 のよ うな啓 示だ ったか

らであ る。 丁

主 は示現 と啓示 に よって私 に示 し.た

もうた……

主 はは っきりと何 をなすべ きか を語

って来 られたが,… … このとき も天 の

神 は私 がなすべ きことを なす よ う命 じ

られた……私 は主のみ前 に行 き,書 け

と言 われた ことを書 き留 めた。」(デ ゼ

レ トニ ュース,24=4〔1891年!1月7

日〕)

啓示は静寂のうちにもた らされ る

現代 の多 くの人々 は,啓 示 とい うも

のは シナイ山の示現 のように,稲 光 と

雷 鳴を伴 った劇的な形で与 え られ る も

のだ と考 えてい る。彼 らは,ら い病 か

らいや され ることを求 めたス リヤ王 の

軍勢 の長 ナ アマ ンと変 わると ころがな

い。 ナアマ ンは,予 言者 エ リシ ャが彼

の推薦 の手紙,富,地 位,名 声,馬 車

を連 らねた従者を無 視 したのを見 て,

唖 然 とした。予 言者 エ リシ ャは しもべ

をつかわ して ナアマンに 「ヨルダンへ

行 って七 たび身を洗 いな さい」(列 王

下5:10)と い う簡単 なメ ッセージを

伝 えた。 す ると,こ の尊大 な役人 は怒

り,不 平 を も らした。「わた しは,彼 が

き っとわた しの もとに出て きて立 ち,

そ の神,主 の名を呼んで,そ の箇所 の

上 に手 を動 か して,ら い病を いやす の

だろ うと思 った 。」(列 王下5=11)し

か し劇 的な出来 事は起 こ らなか った。

はなぱな しい出来 事,虚 栄,虚 飾,魔

術 のよ うな出来 事は起 こ らなか った。

そ して,ナ アマンは頼 ろうと しなか っ

た。 ナ アマ ンは信 じなか った。彼 は 自

分 で思い込 んでいた方法が邪魔 にな っ

て,神 か らの示 しを受 け入れ よ うと し

なか ったのであ る。

今 日で も,ナ アマンの ように,畏 敬

の念 を起 こさせ るような 出来事 と共 に

もた らされない と,啓 示を受 け入れ な

い人 々が多 くい る。多 くの人 々は,モ

ーセの時代
,ジ ョセフの時代,そ して

現 在に至 るまで,数 限 りない啓示 を啓

示 として受 け入れ るの に抵抗 を感 じて

い る。 これ らは,天 か ら露が くだ り,

夜 明けが夜 の闇を払 うように,予 言者

の心に深 くもた らされ た啓示 である。

燃 え るしば,煙 を は く山ク,四 つ足
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質 疑 応 答
(308ペ ー ジか らの 続 き)

エ ドワー ド・パー トリッジが監督 に

召されてか ら,ほ か にも監督 にな るよ

う召された人々があ りました。主 はエ

ドワー ド・パー トリッジを管理監督 に

召されたので し ょうか。

D・ マイケル ・クイ ン

教会歴史部

先任歴史係補助

ナ
Lの 答 えは,教 会歴史 を学ぶ者 に

とって は明 白で あろ う。教会歴史 を学

んだ人 な ら,す ぐに,は いそ うです,

エ ドワー ド・パ ー トリッジは教会 の最

初 の管理監督で した,と 答 え るだ ろう。

教会歴史 は,彼 が1831年 に管理監督 に

なって,1840年 に死ぬ まで その職 にあ

ρたと告げて いる。 またニ ューエル ・

・K・ ホイ ッ トニーが次 の管理監督 に

なった ことが記 され ている。

しか し,教 会 の歴史 と発展 を記 した

文書 をひ もといてみる と,エ ドワー ド

・パー トリッジは実 際には管理監 督で

はなかった ことがわかる。事 実,管 理

監督 の職 は,1847年 に なるまで設 け ら

れていない。最終的 に教 会の管理定 員
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会 とな った管理監督の職 は,:地 区 ご と

に設 けられた職で ある監督長 のあ とを

継 いだ もので あった。

監 督長 とい う職 は,初 期 の教会 の中

心地 が,オ ハイオ州 カー トラン ドとミ

ズ ー リ州 イ ンデペ ンデ ンスの2ヵ 所 に

あったた めに設 け られ たのであ った。

1831年 に,両 方の会衆 はそれぞれ千人

以上 に達 して いた。

オハイオ と ミズ ー リの両州 に教会 が

組織 され る ことによって,ふ たつの中

心地 の考 えが ます ます かため られた。

エ ドワー ド・パ ー トリッジは,1831年

2月4日 監督 に任命 され(教 義 と聖 約

41=9),そ の 年 に ミズー リ州 へ移 っ

てその地域の聖徒 を管理 してい る。

1831年12月31日 に,ニ ューエル ・K

・ホイ ッ トニーが ,カ ー トラン ドを管

理す る監督 に聖任 さμた。1834年 に ・

ミズ ー リとカー トラン ドで,そ れぞれ

管理会 と高等評議員会 の下 に教 会のふ

たつ の中心地 が組織 された。

ふ た りの監督が管理者,被 管理者 と

して の関係 にあ っ た と い う記録 はな

い。両地域 の指導者が集 ま って会合 を

開 いたときは,ふ た りはシオ ンの監 督

とカー トラン ドの監督 と呼ばれ るか,

ふ た りと もただ監督 と記 されただけで

あつた。

ミズー リ州 で困難 な時代 を過 ごした

後,聖 徒 た ちはイ リノイ州へ移動 した。

イ リノイ州 で監督 の職 を占める入 が急

にふ えた。 メーブーの各 ワー ド部 と周

辺 のステーキ部 で,監 督 が次々 と召 さ

れ たのである。 パー トリッジ監督 が亡

くな った とき,9人 の監督 がいた。

1841年1月19日 に ジョセ ブ ・ス ミス

に与 え られた啓示 で,ジ ョージ ・ミラ

一が ,「 わが僕 エ ドワー ド ・パ ー トリ

ッジに為 した如 る く,監 督 の職」 に仕

命 され た。(教 義 と聖 約124:21)こ

れ をみる と,何 人 かの監督 がいて,別

にふ た りの監督長 が指示 された とお り

働 くとい う型が続 いていた ようにみえ

る。

監督長 の役職 が継続 す ることを示す

と同時 に,こ の啓示 は,あ との方で管

理監督 の職 を定 めてい る。 「また,わ

れ汝 らに告 ぐ,わ れ ビ ンソ ン ・ナイ ト,

サ ミュエル ・H・ ス ミス およびシ ャ ド

ラク ・ラウンデ ィ(も し彼 これを受 く

る意 あ らば)を 汝 らに与 え監督会 を管

理 せ しむ 。」(教 義 と聖約124:141)

従 って,こ の神権時代 における最初

の管理 監督 は,ビ ンソン ・ナイ トであ

った と しな けれ ばならない。教会 の歴

史記録 者オル ソン ・プラ ッ トもジ ョン

・テイ ラー大管長 もそう解 釈 し て い

る。 しか し,ナ イ ト監督 は,今 日私 た

ちが理解 してい る管理監督会 の機能 を

果 た したのではな粧 った。三代 目の駐

督長 として働 いたので あった。'.

ナ イ ト監督 が亡 くなってデ聖徒 たち

が ノー ブーを去 ってか ら,ニ ューエル

・K.・ ホイ ッ トニーが管理監督 に支持

された。1847年 か ら彼 は他 の監督 を管

理 し,教 会の俗 世 にかか わる事務 を取

り扱 うようにな って,管 理監督 と して

の機能 を果 た し始めた。 ホ・fッ トニー

は副監督 な しに務め たが,ヴ リガム ・

ヤ ング とヒーバ ー ・C・ キンボールが

顧 問 として助けてい る。

ホイ ッ トニー監督 のあとを継 いだ管

理 監督 はいずれ も副監督 を召 し,そ れ

以来 管理 監督会 は今 日と同 じよ うな機

能 を果 た して きたので ある。
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系 図 協 会

の 活 動

天 野 召日

系図協会日本代表

末 日聖徒は予言者 ジョセブ ・ス ミスが言われた 「樗が私た

ちに与えたもうたこの世での最大の責任は,私 たちの死者を

探すことである。」 との先祖探求の重大な使命を知 っていま

す。末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会系図協会は,教 会員の家

族の系図を編さんす る援助をすると共 に,系 図専門図書館を

運営 し一般の人々に公開 しています。現在世界中に135箇 所

以上の支部図書館を設置し,教 会員の系図探求 に奉仕 してい

ます。系図協会は,最 初1849年11月 に 「ユタ系図協会」 とし

て創設され,50年 後の1944年 に現在の 「末 日聖徒イエス ・キ

リス ト教会系図協会」と改称されました。 ここでソー トレー

ク市の教会本部の28階 建の建物にある系図協会について御紹

介いたします。系 図協会の組織は別図の通 りの5部 門からな

っています。系図協会の職員は,約550名 でその9割 の人々

がここに勤務 し,他 の人々はソー トレーク市の南西約20マ イ

ルの 「グラナイ ト山記録保管所」で働いています。現在世界

中の20ケ 国以上で130台 以上のマイクロフ イルムカメラが毎

日稼動 し,系 図協会に撮影された各種の系図記録が送 られて

来ます。それ らは,グ ラナイ ト山記録保管所と系図図書館に

保存されます。日本か らの系図資料は,現 在山口県文書館で

毛利家の文書等が系図協会カメラオペレーターの高橋茂兄弟

によって撮影されノ記録保管所検査部門の平西美都子姉妹に

よって厳密な検査を受けネガフイルムが保存 されます。これ

らの貴重な系図資料は,や がて近い将来皆様に御利用いただ

けるように整理 され,保 管されています。マイクロフイルム

カメラは, .将来 日本国内で同時に6台 が撮影に稼動する予定

です。教会員から提出される 「家族の記録」は,袴 殿記録進

行部門手引運行課のアジア地区担当者(日 本人関係は,佐 藤

登美子姉妹,τ]一パン和子姉妹,マ ーシー・ネルソン姉妹の三

名)に 受理され,神 殿での救いに必要な儀式を受けられるよ
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うに名前や必要な項目が検査 され,記 録としての正確さを評

価 され,神 殿の儀式を受けるように進行されます。図書館部

門では,各 国別に資料が揃え られて居 り,日 本の図書資料は

四階にあるアジア地区の一区画の書架にあります。調査部で

は昭和48年8月21日 より古文書解読の定例研究集会が,佐 藤

龍猪兄弟を講師として開催 されています。出席者は,前 記四

名の職員の他に,技 術奉仕部の司書鈴木健二兄弟 も加わって

古文書研究会が熱心に続けられています。日本国内では,奈

良富士哉兄弟が目下国立国会図書館で系図資料のリス ト調査

活動を行なっており,'私 は現在 日本全国の系図資料(戸 籍,

家譜,武 鑑,過 去帳,神 社,教 会記録,其 の他系図関係書)

等の調査収集活動をダ全国の公立図書館,国 公私立大学図書

館,古 文書館,博 物館,寺 院,神 社,宗 派を問わず教会等を

訪ねて実施 しています。先祖の探求を続け,既 に世を去った

先祖がイエス ・キ リス トの回復された完全な福音のもたらす

完 き救いと昇栄の喜 こびとを得 られます ことを,私 の証詞 と

して申し上げます。私たちは,マ ラキの予言を体現 してエラ

・イジャが 「父の心をその子供たちに向けさせ,子 供たちの心

をその父に向けさせる」先祖の救いの権能を回復されたこと

を知り,兄 弟姉妹の皆様が御 自分の先祖を探 し,シ オン山の

救い手となられる業に,援 助できますことを心から謙遜にイ

エス ・キ リス トの御名を通 し感謝申し上げます。アーメン。

末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会
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